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　４月25日㈰、浜っ子春まつりが開催されました。
　当日は天候にも恵まれ、まつり最大の見所である大
名行列を一目見ようと、沿道は多くの人でにぎわいま
した。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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今
月
は
皆
さ
ん
で
『
防
災
』

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
浜
田
市
に
お
い
て
は
、

幸
い
に
し
て
大
規
模
な
災
害
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
防
災
と
い

う
も
の
が
、
非
日
常
的
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
こ
で
今
回
は
３
つ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
『
防
災
』
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ
①

「
自
主
防
災
組
織
」

　

自
主
防
災
組
織
は
、
住
民
が
自

発
的
に
防
災
活
動
を
行
う
地
域
ぐ

る
み
の
団
体
で
、
特
に
初
動
時
の

救
助
・
救
出
や
避
難
所
の
運
営
な

ど
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
ま
ち
を
作
る
た
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ふ
だ
ん
か

ら
地
域
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
、

様
々
な
対
策
を
行
う
こ
と
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
主
防
災

組
織
の
結
成
や
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
１
月
17
日

（
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
）

に
「
浜
田
市
自
主
防
災
組
織
連
絡

協
議
会
」
を
設
立
し
、
既
存
組
織

の
「
横
の
連
携
」「
組
織
の
充
実・

強
化
」
お
よ
び「
活
動
の
活
性
化
」

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
自
主
防
災
組
織

を
結
成
し
た
団
体
に
対
し
て
、
活

動
を
行
う
上
で
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
担
架
な
ど
の
防
災
資
機
材
整

備
に
係
る
費
用
助
成
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
庁
安
全
安
心
推
進

課
、
各
支
所
自
治
振
興
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■自主防災組織結成までの手順■
　地域の自主防災活動を行う『自主防災組織』の結成には、ま
ず何よりも住民の皆さんの理解と協力が不可欠です。初めて自
主防災組織を立ち上げるまでの一例（流れ）を以下に示します。

自主防災組織の中心メンバーとなる町内会長や役員で結成を検討し
ましょう。必要に応じて、市の担当者による説明会を実施します。
ワンポイントアドバイス①　興味があれば市役所まで！

町内会の総意で町内の皆さんに結成の趣旨や活動内容を説明して、
自主防災活動について意見をもらい、結成の同意を得てください。
ワンポイントアドバイス②　積極的な意見交換を！

自主防災組織の活動の中心となる会長・副会長・運営委員を選出し
ます。町内会の各班・青年会などを利用してバランスのよいメンバー
を選びましょう。また、活動班を編成して役割分担をしましょう。
ワンポイントアドバイス③
　消防署ＯＢや看護師ＯＢの人などをメンバーに！

規約は、自主防災組織の活動目標や活動内容を取り決めるものです。
町内会の意見を取り入れながら地域の事情に合った内容の規約を検
討しましょう。

自主防災組織の役員・運営委員や規約の内容が決定したら、回覧板
などを使って町内の皆さんに知らせましょう。
ワンポイントアドバイス④
　皆さんに周知し、共通認識を持つことで「動ける」組織へ！

自主防災組織の結成や規約について、本庁安全安心推進課防災安全
係へ連絡してください。その際、自主防災組織の代表者の連絡先も
報告してください。
ワンポイントアドバイス⑤
　結成してからが、すべてのスタートです！

町内会長や役員で自主防災組織
の必要性を話し合います

自主防災組織の結成に向けて町
内会で同意を得ます

役員・運営委員を選出し、役割
分担をします

自主防災組織の規約を
作ります

回覧板や広報紙で知ら
せましょう

市へ自主防災組織結成
を報告します

【特集】ひろげよう!浜田市地域防災力!【特集】ひろげよう!浜田市地域防災力!

自主防災組織を
立ち上げる！

自主防災組織を
立ち上げる！
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市がお知らせする防災情報
種別 内容 発令時期 行動の例

自主避難
(避難準備情報を含む)

防災や避難の準備に関し
て市が提供する情報

災害発生が夜間に及ぶと
予測される場合に、はや
めの段階で提供します。

・非常持ち出し品などを
準備するとともに、避
難所および避難経路の
確認。

・防災情報や気象情報の
収集に努めてください。

避難勧告
当該地域に災害が発生す
るおそれがある場合に市
が行う勧告

【土砂災害】
①前兆現象
②土砂災害の危険度
③気象状況や予測
【水害】
①河川の水位
②地域の気象状況や予測
③近隣の浸水情報
⇒上記などを総合的に判
断し、はやめの時期に発
令します。

市が開設している避難所
に避難してください。
ただし、周囲の状況から
避難所まで行くことが危
険な場合は、町内の一時
避難所や自宅の安全な場
所に避難してください。

避難命令 
（指示）

状況が更に悪化し、避難
すべき時期が切迫した場
合、または既に災害が発
生した後、現場残留者が
ある場合に市が行う指示 
★勧告より緊急度が高い

低

高

http://www.city.hamada.shimane.jp/

テ
ー
マ
②

「
情
報
収
集
・
提
供
」

　

災
害
な
ど
が
起
き
た
際
は
、
正

確
な
情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
こ

と
が
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
、
被

害
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、「
浜
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
か
ら
の
各
種
防
災
情
報

の
収
集
方
法
と
「
浜
田
市
防
災
防

犯
メ
ー
ル
」
へ
の
登
録
方
法
「
気

象
警
報
・
注
意
報
の
発
表
方
法
の

変
更
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

緊
急
性
・
危
険
度

防災情報は、①自主避難（避難準備情報）、②避難勧告、③避難命令（指示）の３段階でお知らせします。これ
らの違いをあらかじめ理解し、自らの判断で、はやめに対応することが「自分の身を守る」ことにつながります。

浜田市ホームページからの各種防災情報の収集方法
トップページ＞火災・救急・防災＞安全安心＞【防災】【防犯】【交通】【国民保護】【危機】

―掲載項目―
【防災】
◎防災・危機管理情報リンク集
◎浜田市防災ハザードマップ
◎浜田市避難所一覧表
◎災害への備え
【防犯】
◎女子大生死体遺棄等事件に対する

市長メッセージ
◎浜田市安全・安心緊急アピール
【交通】
◎みんなで追放！飲酒運転
【国民保護】
◎関係機関リンク集
【危機】
◎新型インフルエンザ対策

など

阪神淡路大震災時に実際に利用された『お知らせ板』

まずはクリックまずはクリック
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市
で
は
、市
内
で
災
害
や
事
件
・ 

事
故
が
起
き
た
際
に
、
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
ー
ル
機
能

を
活
用
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
災
・
防
犯
情
報
な
ど
を
提
供
す

る
「
浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」

の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

配
信
情
報
（
一
部
紹
介
）
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
気
象
情
報
】

・
気
象
警
報
情
報

・
地
震
津
波
情
報

・
竜
巻
注
意
情
報　

な
ど

【
防
災
危
機
情
報
】

・
避
難
情
報

・
避
難
所
開
所
情
報　

な
ど

【
防
犯
交
通
情
報
】

・
生
活
安
全
情
報
（
市
内
で
の
子

ど
も
の
連
れ
去
り
や
声
か
け
、

ま
た
は
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
）

・
凶
行
事
件
情
報
（
市
内
で
強
盗

や
立
て
こ
も
り
、
発
砲
な
ど
の

事
件
が
発
生
し
た
場
合
）

・
交
通
死
亡
事
故
情
報
（
市
内
で

交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
市

民
へ
の
注
意
喚
起
が
必
要
な
場

合
）

・
防
犯
交
通
啓
発
情
報　

な
ど

登録の方法 ①次の登録用アドレスに件名・本文を入力せずにメールを送信します。
hamada@xpressmail.jp

※　ＱＲコード対応の携帯電話を利用している人は、左図からアドレスを読
み取ることができます。

②返信メールに記載されたアドレス（ＵＲＬ）へインターネット接続します。
接続後、必要な情報を選択して「確認」ボタンを選択します。

③登録内容を確認して「登録」ボタンを選択します。

浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
の
登
録
方
法

～
松
江
地
方
気
象
台
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

５
月
27
日
か
ら
、
気
象
に
関
す
る
警
報
・
注
意
報
が
市
町
村
単
位
で
発
表
さ
れ
ま
す
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我が家の梅雨入り前チェック表（案）
□　避難場所をチェック！
□　避難順路・経路をチェック！
□　家の周り（立地・危険箇所など）をチェック！
□　非常持ち出し品をチェック！

例食品・水、日用品、常備薬、衣類、貴重品など
□　備蓄物資の在庫および期限をチェック！
⇒上記項目などを日頃から家族で話し合い、災害時に迅

速な避難ができる準備をしておきましょう。

テ
ー
マ
③

「
避
難
所
」

　

地
震
・
風
水
害
・
大
火
災
な
ど

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の

避
難
所
と
し
て
公
共
施
設
な
ど
を

指
定
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
し
、

家
族
み
ん
な
で
避
難
場
所
や
避
難

順
路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
災
害
の
種
類
と
状
況
に

よ
っ
て
は
、
開
設
し
な
い
避
難
所

が
あ
り
ま
す
。
市
が
発
令
す
る
避

難
に
関
す
る
情
報
に
注
意
し
て
、

適
切
な
避
難
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
町
内
や
集

落
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
最
適
な
避
難

場
所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

　
◎
は
、収
容
避
難
所
。
ほ
か
は
、

一
時
（
緊
急
）
避
難
所
で
す
。

　

ま
た
、
色
ぬ
り
し
て
あ
る
避
難

所
に
つ
い
て
は
、
初
動
開
所
避
難

所
に
な
り
ま
す
。

■
収
容
避
難
所

　

被
害
が
大
き
く
、
宿
泊
を
前
提

と
す
る
避
難
所

■
一
時
（
緊
急
）
避
難
所

　

災
害
時
に
短
期
的
ま
た
は
一
時

的
に
避
難
す
る
避
難
所

■
初
動
開
所
避
難
所

　

市
が
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し

た
場
合
に
、
そ
の
災
害
の
種
類
・

状
況
に
応
じ
て
早
い
段
階
で
開
所

す
る
避
難
所

避 難 所 一 覧 表

浜田地区　31か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

外ノ浦町 　金刀比羅神社 ○

松 原 町

◎健康増進センタ－ 　 ○
◎子育て支援センター 　 ○
　ちどり保育所 ○ ○
　旧浜田家政高等専修学校 　 ○
　厳島神社 ○ ○
　心覚院 ○

殿  町

　勤労青少年ホーム ○
　浜田商工会議所 ○ ○
　夕日ケ丘幼稚園 ○ ○
　ＮＴＴ浜田ビル ○
　浜田護国神社（社務所） 　
◎浜田公民館 ○

田  町 　龍泉寺 　 ○
琵 琶 町 　琵琶町児童館集会所
朝 日 町 　朝日町研修センター 　 ○
紺 屋 町 　紺屋町会館 ○ ○

真 光 町 　宝珠院 　
　観音寺

港　 町 ◎原井小学校 　
高 田 町 ◎原井幼稚園 　
大 辻 町 　あおい保育園 ○

瀬戸ケ島町

◎浜田水産高等学校 ○
　瀬戸ケ島公民館 ○
　厳島神社 ○
　おばせの浜会館

元 浜 町 　極楽寺 ○
　JFしまね浜田支所３号市場 　

原　 町 　ひかり保育所 　
清 水 町 　真光寺 ○
瀬戸見町 　専称寺 ○

石見地区　71か所

生 湯 町 　生湯神社 ○
　生湯３町内公民館 ○

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

生 湯 町 　生湯４町内集会所 　
　多陀寺 　

長 沢 町

◎浜田教育センター 　
　長沢神社 　
　二反田集会所 ○
　長沢保育園 ○
　長沢４-２町内児童館 ○
　長沢２町内児童会館 ○

浅 井 町

◎松原小学校 　
　聖バルナバ保育園 ○
　緑ケ丘集会所 　
　浅井公民館 　
　浅井神社 ○

黒 川 町

◎浜田高等学校 ○ ○
◎第一中学校 　 ○
◎石見小学校 　
◎天理教浜田分教会 　
◎石見公民館 　 ○
　島根県立体育館 ○
　島根県立石見武道館 ○

相 生 町

　社家地神社 ○
　三宮神社 ○ ○
　善福寺（公民館） ○
◎みのり保育園 　 ○

竹 迫 町
　竹迫４町内集会場 　
　竹迫５町内集会場 ○
◎三階小学校 　

杉 戸 町 　杉戸公民館 ○ ○
高 佐 町 　高佐公民館（大元神社） ○

河 内 町 　自動車会館（浜田自動車学校） ○
　河内町集会所 ○

野 原 町 　島根県立大学体育館
　野原二公民館

原 井 町 ◎第二中学校 　
◎雲雀丘小学校 　

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

原 井 町
　原井町公民館 　
　原井１町内公民館 ○
　道の駅ゆうひパーク浜田

笠 柄 町 　笠柄町集会所 　

三 階 町

◎石見公民館細谷分館 　
　三階１町内公民館 　
　三階２町内集会所 　
　三階３町内公民館 　
　三階４町内（西岡）集会場 ○
　三階５町内集会所（平床集会所） 　
　三階６町内公民館 　
　三階７町内集会場（東岡公民館） 　

長 見 町

◎石見公民館長見分館 　
　長見１町内公民館 ○
　長見町２町内公民館 ○
　長見町３町内集会所 　
　大歳神社 ○
　善福寺 ○

後 野 町

◎後野小学校 　
　後野１町内公民館 　
　後野２町内集会所 　
　後野３町内児童館 ○
　後野４町内児童館 ○
　後野６町内公民館 　

佐 野 町

◎佐野小学校 　
　つくし保育園 　
　神楽会館 ○
　町町内生活改善センター児童館 　
　下町内生活改善センター ○
　美田会館（児童館） ○
　田原集会所 　
　上町内生活改善センター児童館

宇津井町 ◎石見公民館宇津井分館 　
　大歳神社 　 　

＜浜　　　　田＞
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＜浜　　　　田＞

＜金　　　　城＞ ＜　　旭　　＞

長浜地区　20か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

熱 田 町

　福井地区集会所 　 　
◎長浜幼稚園 　 　
◎浜田商業高等学校 　 　
　浜田高等技術校（体育館） 　 　
　福井公民館（大元神社） ○
　石原団地集会場 　
　れんげ保育園 　
　創価学会浜田文化会館 　
◎マリン交流センター
　（長浜公民館） 　

　熱田７町内会集会所 　
　新汐入公民館 　
　熱田12町内集会所 　

長 浜 町

◎長浜小学校 　
◎天神会館 　
　ちどり第２保育所 　
　長浜商港会館 　
　明清寺 ○
　禅床院 　 　
　長浜９町内公民館 　 　
　長浜10町内公民館 　 　
周布地区　22か所

周 布 町
◎周布小学校 　 ○
◎周布公民館 　 ○
　聖徳寺 ○ ○

日 脚 町

◎第三中学校 　
◎認定こども園日脚保育園分園 ○
　認定こども園日脚保育園 　 ○
　日脚児童館（日脚町公民館） 　 ○
　日脚八幡宮 ○ ○
　日脚和泉集会所 ○

治 和 町 ◎浜田浄苑  ○
　治和６町内児童館 　

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

津 摩 町 　JFしまね浜田支所津摩出張所 　
◎津摩児童館 ○

西 村 町

　西村１町内集会所 　
　西村２町内集会場 　
　大谷下児童館 　
　力石集会所 　
　力石大元神社（大谷上公民館） 　
　八幡宮 　
◎大麻公民館 　

折 居 町 　折居自治公民館 ○
　厳島神社 ○
美川地区　21か所

鍋 石 町 ◎美川公民館東分館 ○
　鍋石公民館 　

櫟田原町 　櫟田原公民館 　
　福王寺 　

田 橋 町

　大元神社 　
◎美川公民館西分館 　
　田橋児童館 ○
　田橋上町内集会所

横 山 町 　大元神社 　
　老人肉用牛センター ○

内 村 町

◎美川公民館 　 ○
　一の瀬公民館 ○
　長福寺 　
　牛谷公民館 　 ○
　十文字原集会場 ○

内 田 町

◎第四中学校 　
◎美川小学校 　
◎美川幼稚園 　
　中内田自治公民館 ○
　貴船集会所（中内田）　

井 野 町 　井野町集会所 ○

国府地区　32か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

上 府 町

◎上府小学校 　
　上府公民館 　
　三宅集会所
　久畑生活改善センター ○ ○
　天神生活改善センター ○
　安國禅寺 ○
　上府八幡宮 　
　上府町荒相地区緊急避難所 ○
　サン・ビレッジ浜田
　府城センター 　

国 分 町

◎国府公民館 　
◎国府小学校 　
　唐鐘公民館 ○
◎浜田養護学校 ※ 　
◎浜田ろう学校

久 代 町

　島根県歯科医師会西部会館
◎久代公民館 ○
　櫛色神社 ○
　大久保生活改善センタ－ ○
　浄土寺 ○

下 府 町
　下府公民館（伊甘神社） 　
　下府集会所 ○
◎浜田東中学校 　

宇 野 町

◎旧宇野小学校 ○
　宇野公民館 ○

東町内公民館（宇野東生活改 
善センター宇野東児童館） ○

　宇野八幡宮 　

下有福町
◎有福小学校 　
◎国府公民館有福分館 　
　光現寺 　

大 金 町 　大津公民館 　
　姉金公民館 　

今福地区　５か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

久 佐 ◎久佐公民館（くざ会館） ○
　久佐八幡宮 　

今 福 ◎今福小学校 ○
◎今福公民館（ふれあい会館） 　

追 原 ◎美又公民館（美又会館） 　
雲城地区　７か所

下 来 原

◎山村開発センター（みどりかいかん） 　
◎雲城小学校 　
◎金城中学校 ○
◎地域材利用促進交流館
　（きんたの森交流館） 　

七 条

◎金城総合体育館
　（ふれあいジム・かなぎ） 　

◎高齢者生活福祉センター
　（さんあいホーム） ○

上 来 原 ◎ふるさと生活創作館（かたらいの家）　
波佐地区　７か所

波 佐

◎若生まなびや館 ○
◎波佐公民館（ときわ会館） ○
◎波佐小学校 ○
　波佐常磐山八幡宮 ○

長 田 ◎浄蓮寺 　

小 国 　柚根集会所 　
◎旧小国公民館（おぐに会館） ○

今市地区　13か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

坂 本 　村武正行宅 ○
◎坂本構造改善センター 　

今 市

　草ノ谷集会所 ○
◎旭山村開発センター（旭センター） 　
◎市民体育館 　
◎旭中学校（体育館） 　
◎旭公園管理棟 　
◎今市小学校（体育館） ○
◎今市児童クラブ（旧今市保育所） ○

丸 原

◎浜田高校今市分校（体育館） ○
◎丸原センター 　
　丸原天満宮 ○
　三ツ石館
木田地区　５か所

木 田

◎旭温泉あさひ荘 ○
　しろつの生活センター 　
◎木田小学校（体育館）
◎木田生活改善センター 　

山 ノ 内 ◎山ノ内生活改善センター ○
和田地区　７か所

和 田
◎和田生活改善センター 　
　和田八幡宮 　
◎和田小学校（体育館） 　

重 富 　重富八幡宮 ○

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

本 郷
◎本郷生活改善センター ○
◎戸川生活改善センター 　
　八戸川漁業センター 　
都川地区　５か所

都 川

　谷神社 ○
◎西都川集会所 ○
◎旧都川小学校（体育館） ○
◎都川高齢者活動促進センター ○
◎東都川集会所 ○
市木地区　８か所

来 尾 ◎来尾集会所 　

市 木

◎越木集会所 ○
◎市木保育所 ○
◎市木生活改善センター ○
　早水生活改善センター 　
◎天狗石農村交流研修センター ○
　中郡集会所 ○
　市木神社 ○

※　浜田養護学校体育館の改修工事のため、
９月上旬まで使用できません。
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＜弥　　　　栄＞

＜三　　　　隅＞

安城地区　16か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

長安本郷 ◎弥栄会館 　
◎弥栄小学校 　

三 里 ◎ふるさと体験村 ○

程 原 ◎程原上集会所 　
◎程原下集会所 　

大 坪 ◎大坪集会所
稲 代 ◎稲代集会所 ○

高 内 ◎日高集会所 　
◎西河内集会所 　

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

門 田 ◎交流センター門田
◎青尾集会所 　

小 坂 ◎畑集会所 　
◎小坂集会所 　

栃 木
◎栃木中央公民館 　
◎六歩谷集会所 ○
◎山賀集会所 ○
杵束地区　９か所

木 都 賀 ◎弥栄老人憩の家・福祉センター 　
◎旧弥栄小学校 　

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

木 都 賀

◎西の郷集会所 ○
◎塚の元集会所 　
◎熊の山集会所 　
◎弥栄中学校 　
◎小熊集会所 ○

野 坂 ◎野坂集会所
田 野 原 ◎上田野原集会所 　

岡見地区　15か所

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

岡 見

◎西の谷集会所 ○
◎宮ケ迫集会所 　
◎床並集会所 ○ ○
◎板ケ峠集会所 　
◎栃の木集会所 ○
　尊光寺 ○
◎岡見漁業振興会館 ○
◎須津集会所 ○
◎岡見小学校 ○
◎岡見郷集会所 ○ ○
◎岡見公民館 　
◎青浦集会所 ○
◎松原集会所 　
◎岡見スポーツセンター 　
　須津防災広場 ○
三保地区　24か所

古 市 場

　古市場漁村センター 　 ○
　礼光寺 ○
◎下古市集会所 　 ○
◎上古市集会所 ○
◎門殿集会所 ○
◎中組集会所 　 ○
　明光寺 ○ ○
◎三隅中央会館 ○
◎アクアみすみ 　
◎三隅小学校 　
◎三隅中学校 　
　三隅中央公園 　

湊 浦

◎湊浦集会所 　
◎三保公民館 　
　極楽寺 ○
◎三保児童館 　

西 河 内 ◎Ｂ＆Ｇ海洋センター ○
◎駅前集会所 ○

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

西 河 内

◎谷集会所 ○
◎八曽集会所 ○ ○
◎福浦集会所 ○
◎晴海台集会所 　
　福浦防災広場 　
　田の浦公園オートキャンプ場 ○
白砂地区　５か所

折 居
◎今浦集会所 ○
◎吉浦集会所 ○
◎白砂公民館 ○

東 平 原 ◎東平原上集会所 　
◎東平原下集会所 　
三隅地区　16か所

三 隅

◎海石住宅集会所 　 ○
◎岡崎コミュニティセンター 　 ○
◎小野集会所 ○
◎森溝上ふれあい会館 ○
◎三隅自治会館 　 ○
　三隅神社 ○
◎三隅支所 ○ ○

向 野 田
◎三隅老人福祉センター
　みすみ荘 ○

◎三隅公民館 　 ○

河 内

◎鹿子谷コミュニティセンター ○
◎下河内集会所 ○
◎用田橋集会所 　 ○
◎河内集会所 ○
　西方寺 ○

矢 原 ◎矢原集会所 ○
◎矢原自治会館 ○
黒沢地区　５か所

下 古 和

◎黒沢公民館 　
◎下古和集会所 　
◎上古和集会所 ○
◎井川集会所 ○

所在地 施設名 土砂災害
警戒区域

浸水想定
区　　域

黒 沢 ◎黒沢集会所 ○
井野地区　17か所

井 野

◎周布地集会所 ○
◎八幡センター 　
◎石浦集会所 ○
◎市場集会所 ○
◎井野小学校 ○
◎小原集会所 ○
◎井野公民館 　
◎みのり会館 　
◎上今明集会所 　

室 谷

◎上室谷集会所 ○
◎室谷コミュニティセンター 　
◎下室谷集会所 　
◎諸谷集会所 　

芦 谷

◎本谷集会所 　
◎芦谷集会所 　
◎下芦谷集会所 　
◎西中芦谷集会所 ○

問い合わせ先
本庁安全安心推進課
防災安全係
（☎内線３２５・３４０）
各支所自治振興課

　誰もが安全で安心して暮らすことのできるまち
づくりを目指して、平成22年４月１日から市では
新たに「安全安心推進課」を設置しました。
　当課は次の業務を担当し、きめ細やかな行政
サービスを提供します。
■行政相談係（☎内線３２３・３２４）
・より相談しやすい身近な窓口として新たに設置
・関係部署、機関と連携し問題解決に努めます
・まずは、現場に駆けつけて現地の状況を直接確

認し、相談者の話を伺いながら「相談者の立場
で」問題をとらえ、解決策を探ります

■統計係（☎内線３２０）
・各種統計調査に関すること
■防災安全係（☎内線３２５・３４０）
・地域防災に関すること
・防犯及び地域安全対策に関すること
・交通安全対策に関すること

安全安心推進課では、こんな業務をしています
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第
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弥
栄
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「
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ん
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き
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、
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い
田
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風
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」

写
真
＆
絵
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ン
テ
ス
ト

第
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弥
栄
町
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田
ん
ぼ
の
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き
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写
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絵
コ
ン
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ス
ト

～
探
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み
よ
う
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見
つ
け
て
み
よ
う
！
「
田
ん
ぼ
」
が
は
ぐ
く
む
宝
物
～

　

今
年
も
そ
ん
な
生
き
物
や
田
園

風
景
を
「
写
真
」
や
「
絵
」
に
し

て
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
み
ん
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で
弥
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の
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み

つ
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し
ょ
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。
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た
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の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
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弥
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町
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、
た
く
さ
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の
農

家
が
農
薬
や
化
学
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の
使
用
量

を
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し
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づ
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。

・
応
募
作
品
は
「
や
さ
か
米
」
の

Ｐ
Ｒ
資
料
と
し
て
活
用
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
写
真
の
部
の
入
賞
作
品
は
、
改

め
て
ネ
ガ
や
ポ
ジ
、
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
な
ど
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す
。
期
日
ま
で
に
提
出
の

な
い
場
合
は
、
入
賞
取
消
し
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

個
人
情
報
は
、
適
正
に
管
理

し
、
ほ
か
の
目
的
で
使
用
・
提

供
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

表
彰　
入
賞
作
品
は
賞
状
と
賞
品

を
授
与
し
ま
す
。

展
示　
応
募
作
品
は
、
道
の
駅
ゆ

う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
お
よ
び
、
ふ

る
さ
と
体
験
村
な
ど
で
展
示
し

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
産
業
課
内
や
さ
か

ブ
ラ
ン
ド
米
産
地
協
議
会
事
務

局
【
〒
６
９
７-

１
２
１
１

弥
栄
町
長
安
本
郷
５
４
２
番
地

１
（
☎
�
２
１
１
２
）】

　

市
で
は
、
新
た
な
財
源
確
保
と

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
民
票
や

戸
籍
な
ど
の
各
種
証
明
書
を
持
ち

帰
る
た
め
に
使
用
す
る
、
企
業
の

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
を
無
償
で

提
供
し
て
も
ら
え
る
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
６
月
１
日
㈫
～
募
集

枚
数
を
満
た
す
ま
で

募
集
枚
数

角
形
２
号
封
筒　

１
５
、０
０
０

枚
（
１
事
業
者
５
、０
０
０
枚

×
３
事
業
者
）

長
形
３
号
封
筒　

１
０
、０
０
０

枚
（
１
事
業
者
２
、５
０
０
枚

×
４
事
業
者
）

※　

ど
ち
ら
か
一
方
で
も
可

設
置
期
間　
封
筒
納
入
日
～
平
成

23
年
３
月
31
日
㈭

※　

設
置
期
間
内
に
配
付
で
き
な

か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
協

議
の
上
、
翌
年
度
も
配
付
可
能

と
し
ま
す
。

設
置
場
所　
市
役
所
本
庁
総
合
窓

口
課
・
証
明
書
自
動
交
付
機
コ
ー

ナ
ー
・
各
支
所
窓
口
・
そ
の
ほ

か
市
が
指
定
す
る
場
所

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
【
納

税
証
明
書
（
直
近
年
度
の
法
人

市
民
税
ま
た
は
個
人
住
民
税
で

提
出
期
日
前
３
か
月
以
内
の
も

の
）・
封
筒
見
本
】
を
添
え
て

持
参
ま
た
は
郵
送
・
宅
配
便
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
に
よ
る
提

出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※　

提
出
さ
れ
た
書
類
は
、
原
則

返
却
し
ま
せ
ん
。

提
出
先　
本
庁
総
合
窓
口
課

選
定
・
納
品　
応
募
の
う
ち
、
有

料
広
告
掲
載
基
準
を
満
た
す
も

の
か
ら
先
着
順
に
選
定
し
ま
す
。

選
定
結
果
は
応
募
者
に
直
接
通

知
し
ま
す
。広
告
掲
載
決
定
後
、

市
の
指
定
し
た
期
日
（
概
ね
１

か
月
後
）
ま
で
に
本
庁
総
合
窓

口
課
に
納
品
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
（
☎
内
線

１
４
３
・
１
４
４
・
１
４
５
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
市
民
課
）

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
の

無
償
提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒
の

無
償
提
供
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
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情
報
公
開
制
度

　

市
が
保
有
す
る
情
報（
公
文
書
）

に
つ
い
て
「
こ
ん
な
も
の
が
見
た

い
、
知
り
た
い
」
と
思
う
と
き
に
、

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。
市
が
保
有
す
る
情
報
は
原
則

公
開
す
る
こ
と
と
、
個
人
情
報
は

最
大
限
保
護
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

公
正
で
開
か
れ
た
市
政
と
市
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　

個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う

た
め
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
る

こ
と
と
、
市
が
保
有
す
る
自
己
に

関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
を
請
求

し
た
り
、
誤
っ
て
い
る
場
合
に
訂

正
を
請
求
し
た
り
、
条
例
に
違
反

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
利

用
停
止
を
請
求
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
個
人
の
権

利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
と
公
正

で
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
は
、
情
報
公
開
条

例
に
基
づ
く
公
文
書
開
示
請
求
は

23
件
で
、
そ
の
内
訳
は
次
の
表
の

と
お
り
で
す
。

情報公開制度の運用状況
⑴開示請求（任意開示申出を含む。）

実施機関 請求件数
決定区分

全部開示 部分開示 不開示

市　

長

企画財政部 1 ― 1 ―
市民福祉部 4 3 ― 1
産業経済部 7 5 2 ―
建 設 部 7 2 4 1

教 育 委 員 会 4 ― 4 ―
合 　 計 23 10 11 2
※　開示請求のなかった実施機関は掲載を省略しています。

※　１件の決定で複数の理由があるものは、重複して計上
しています。 

⑵不開示理由

⑶不服申立て　なし

不開示該当規定 件　数

第
７
条

第２号　個人情報 6
第３号　法人等事業情報 9
第５号　審議等情報 1

文書不存在 2

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
く
個
人
情
報
開
示
請
求
・
訂

正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
管
理
課
法
令
文
書
係

（
☎
内
線
３
３
８
）

会期　６月７日㈪～22日㈫（16日間）
５月31日㈪　議会運営委員会
６月７日㈪　本会議　開会　提案説明

（全員協議会）
８日㈫　本会議　個人一般質問
９日㈬　本会議　個人一般質問
10日㈭　本会議　個人一般質問
11日㈮　本会議　個人一般質問（予備日）
14日㈪　本会議　議案質疑
15日㈫　総務文教委員会
16日㈬　福祉環境委員会
17日㈭　産業建設委員会
18日㈮　予算審査委員会
22日㈫　本会議　委員長報告　採決　閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、５月31日㈪の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。なお、各委員会および全員協議会の傍聴は、
会場の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
市議会事務局（☎内線５１６）

利
用
し
て
く
だ
さ
い
　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

利
用
し
て
く
だ
さ
い
　
情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

６月浜田市議会定例会日程（予定）
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

「「テクノ・カフェ」オープニング除幕式」にて
（右から２人目が佐々木正名誉市民）

　

浜
田
市
で
は
、
４
月
中
旬
、
島

根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
２
階
に

市
内
中
小
企
業
の
支
援
を
す
る
た

め
の
「
テ
ク
ノ
・
カ
フ
ェ
」
を
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
テ
ク
ノ
・
カ
フ
ェ
」と
は
、「
コ
ー

ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
情
報
交
換
を

す
る
ス
ペ
ー
ス
」
で
、浜
田
市
名
誉

市
民
で
特
別
顧
問
の
、元
シ
ャ
ー
プ

㈱
副
社
長
・
佐
々
木
正
先
生
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
「
共
創
」
を
実
現

す
る
た
め
の
交
流
の
場
で
す
。佐
々

木
先
生
は
、「
液
晶
の
生
み
の
親
」

と
言
わ
れ
、
日
本
の
科
学
技
術
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
持
論
は
、「
こ
れ
ま
で
の
技

術
革
新
は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
独

創
性
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
て
き
た

が
、こ
れ
か
ら
の
科
学
技
術
の
発
展

に
は
共
創
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

独
創
的
な
発
想
が
で
き
る
多
く
の

人
が
集
ま
り
意
見
交
換
す
れ
ば
、

そ
こ
で
発
揮
さ
れ
る
創
造
性
は
何

倍
に
も
広
が
り
、
新
し
い
産
業
の

創
出
に
繋
が
る
」
と
い
う
共
創
の

理
念
を
提
唱
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

浜
田
市
と
し
て
も
、先
生
の
提
唱

さ
れ
る
共
創
の
実
現
に
よ
り
、持
っ

て
い
る
能
力
を
高
め
て
新
産
業
の

創
出
を
め
ざ
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
95
歳
を
迎
え
た
今
年
か
ら
、

生
ま
れ
故
郷
の
浜
田
に
拠
点
を
移

し
少
し
で
も
恩
返
し
を
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
、こ
の
た
び
の
テ
ク

ノ
・
カ
フ
ェ
の
設
置
に
な
り
ま
し

た
。
一
朝
一
夕
に
結
果
が
出
る
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、現

在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、佐
々

木
先
生
を
慕
っ
て
こ
ら
れ
た
、全
国

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
各
分
野

の
専
門
家
を
招
聘
し
、地
元
企
業
と

の
意
見
交
換
を
重
ね
て
新
し
い
発

想
が
生
ま
れ
、新
商
品
・
新
技
術
の

開
発
や
新
産
業
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
19
年
12
月
に
市
内
企
業
の
支
援

を
行
う
た
め
に
設
立
し
た
「
は
ま

だ
産
業
振
興
機
構
」
の
事
務
所
も
、

こ
れ
ま
で
の
石
央
文
化
ホ
ー
ル
内

か
ら
、テ
ク
ノ
・
カ
フ
ェ
の
並
び
に

移
転
し
ま
し
た
。
テ
ク
ノ
・
カ
フ
ェ

と
同
じ
場
所
に
事
務
所
を
構
え
る

こ
と
で
、テ
ク
ノ
・
カ
フ
ェ
の
運
営

に
つ
い
て
も
各
分
野
の
専
門
家
と

企
業
と
の
連
携
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

佐
々
木
正
先
生
と
の
つ
な
が
り

で
浜
田
と
の
縁
が
で
き
た
、
上
野

祐
子
㈱
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ス
研
究
所
代
表
取
締
役
が

深
く
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ら
れ
た“
ど

ん
ち
っ
ち
関
連
商
品
”
に
続
く
、

ヒ
ッ
ト
商
品
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　浜田市の皆さん、こんにちは！
　はじめまして、私は王

おう

一
いち

鳴
めい

と申します。中国の
山東省

い

坊
ぼう

市から参りました。
　まず、故郷の 坊市について紹介したいと思い
ます。 坊市の位置は山東省西部に位置し、南は
沂
き

山
ざん

を背に、北は渤
ぼっ

海
かい

に面し、東は青
ちん

島
たお

市、西は
淄
し

博
はく

市・東
とう

営
えい

市、南は臨
りん

沂
ぎ

市・日
にっ

照
しょう

市と境を接
しています。また、行政区域は、奎

けい

文
ぶん

・
い

城
じょう

・寒
かん

亭
てい

・坊
ぼう

子
し

の４区、青
せい

州
しゅう

・諸
しょ

城
じょう

・寿
じゅ

光
こう

・高
こう

密
みつ

・安
あん

丘
きゅう

・昌
しょう

邑
ゆう

の６市、昌
しょう

楽
らく

・臨
りんきょう

の２県を管轄し、全
市総面積は15,859平方キロメートルです。構成民
族として、満州族・漢族・回族など51の民族が住
んでいます。人口は約850万人で、主な産業とし
ては、農業、工業および不動産業が盛んで、近年、
急速に近代化が進んでいます。
　私は北九州市立大学の2007年卒業生です。大学
では法律に関して勉強し、ボランティア活動にも

積極的に参加し、日本文化と接するうちに日本が
好きになりました。
　３年ぶりに日本に来て一番したいことは温泉に
入ることとお寿司を食べることです。
　浜田市のホームページから、まちづくりの理念
は「青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるま
ち」を知り、国際交流員として日本と中国の橋渡
し役を務め、日中友好交流また浜田市発展のため
に力を入れ、精一杯頑張りたいと思います。ぜひ、
よろしくお願いします。

浜田市国際交流員　王　一鳴

坊市で有名な凧あげ大会の風景

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

はじめまして
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全

生
活
・
環
境

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
期
限
ま
で
あ
と
１
年
！

防
火
管
理
講
習
会

消
防
設
備
士
試
験

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

依
然
低
い
設
置
率

　

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
期
限
が
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

残
す
と
こ
ろ
１
年
余
り
と
な
り
ま

し
た
が
、
設
置
率
は
全
国
平
均
の

52
％
に
比
べ
、
か
な
り
低
い
状
況

で
す
。

　

住
宅
火
災
で
犠
牲
に
な
ら
な
い

た
め
、
ま
た
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死

傷
者
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

は
や
め
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
い
て
も
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
い
て
、
火
災

に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
数
件
あ

り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
や
共

同
購
入
に
関
す
る
説
明
会
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
治
会

や
町
内
会
な
ど
で
気
軽
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
・
▢ＦＡＸ
�
１
２

２
８
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

対
象　
防
火
管
理
義
務
対
象
物
に

居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
で
、

防
火
管
理
者
に
選
任
さ
れ
る
予

定
の
人

講
習
日　
７
月
22
日
㈭
・
23
日
㈮

場
所　
あ
す
て
ら
す
（
大
田
市
）

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　

６
、０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

申
込
期
間　
６
月
21
日
㈪
～
７
月

14
日
㈬

申
込
書
の
入
手
方
法

①
㈶
日
本
防
火
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://w
w
w
.n-bouka.or.jp/

②
市
消
防
本
部
予
防
課
お
よ
び
各

出
張
所
で
配
布

問
い
合
わ
せ
先

㈳
島
根
県
消
防
設
備
保
守
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
の
全
類

受
験
資
格

甲
種　

法
令
の
定
め
る
資
格
を

有
す
る
人

乙
種　

資
格
の
制
限
な
し

日
程　
８
月
22
日
㈰

場
所　
市
内
（
試
験
会
場
は
受
験

票
で
指
定
）

試
験
手
数
料

甲
種　

５
、０
０
０
円

乙
種　

３
、４
０
０
円

申
請
方
法　
書
面
申
請
（
願
書
に

よ
る
受
験
申
請
）
と
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受

験
申
請
）
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

書
面
申
請　
６
月
24
日
㈭
～
７
月

８
日
㈭

電
子
申
請　
６
月
21
日
㈪
～
７
月

５
日
㈪

※　

受
験
案
内
お
よ
び
願
書
は
、

市
消
防
本
部
予
防
課
お
よ
び
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島

根
県
支
部
【
〒
６
９
０-

０
８

８
２　

松
江
市
大
輪
町
４
２
０

-

１
（
☎
０
８
５
２
�
５
８
１

９
）】

h
ttp

://w
w
w
.s

h
o
u
b
o
-

shiken.or.jp/

　

地
デ
ジ
の
準
備
は
お
済
み
で
す

か
？
平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で

に
、
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
し
ま

す
。
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
は『
デ

ジ
サ
ポ
島
根
』
へ
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
相
談
会

日
時　
６
月
14
日
㈪
～
16
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー

ナ
ー
（
相
談
会
の
期
間
中
は
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
閉
鎖
し
ま
す
。）

日
時　
６
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階
ゆ

め
広
場

※　

相
談
会
に
出
か
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
齢
者（
65
歳
以
上
）・

障
害
者
の
人
を
対
象
と
し
て
戸

別
訪
問
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

デ
ジ
サ
ポ
島
根

（
☎
０
８
５
２
�
９
５
８
５
）
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て

（平面図）

（断面図）

公 道

公 道

建　　物

建物

蛇
　口

蛇
口

量
水
器

　
（
市
貸
与
）
量
水
器(

市
貸
与)

（
地
下
式
ま
た
は
地
上
式
）

第
一止
水
栓

第
一止
水
栓

配
水
管（
市
所
有
）

給
水
官

（
皆
さ
ん
の
所
有
）

分
岐
点

皆さんの所有 市所有

分岐点
配水管

水
道
週
間

６
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

「
水
道
に
　
寄
せ
る
信
頼

飲
む
安
心
」

水
道
メ
ー
タ
ー
の

取
替
え
を
行
い
ま
す

旭
町
・
金
城
町
・
弥
栄
町
・
三
隅

町
に
居
住
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

簡
易
水
道
に
関
す
る
諸
手
続
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
！

皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

水
道
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の

理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、
今

年
も
第
52
回
「
水
道
週
間
」
が
６

月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、そ
の
事
業
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
収
入
で
支
出
を
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、将
来
展
望
に
た
っ

た
施
設
の
整
備
、
日
常
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は

多
額
の
経
費
が
必
要
で
、
こ
の
経

費
は
税
金
で
は
な
く
皆
さ
ん
に
支

払
っ
て
も
ら
う
水
道
料
金
と
長
期

の
借
入
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
借
入
金
の
返
済
は
、
水

道
料
金
の
中
か
ら
少
し
ず
つ
返
済

し
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
水
道
事
業
は
、
皆

さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
さ
ら

に
大
き
く
成
長
し
、
快
適
で
文
化

的
な
生
活
を
目
指
し
て
、
努
力
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
運
営
の
効
率

化
と
健
全
化
に
心
が
け
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
水
道
で
あ
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
の
水
道
工
事
の
申
込
み

　

給
水
装
置
の
新
設
・
増
設
・
改

造
・
修
理
な
ど
は
、
市
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
（
事
業
者
一

覧
表
参
照
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
水
道
工
事
に
必
要
な
手
続

を
代
行
し
て
も
ら
え
ま
す
。

※　

市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
て

引
込
み
さ
れ
て
い
る
給
水
管
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
（
市
が
管
理
）

を
除
い
て
皆
さ
ん
の
所
有
物
で

す
（
説
明
図
参
照
）
の
で
、
修

理
・
維
持
管
理
は
有
料
と
な
り

ま
す
が
、皆
さ
ん
の
責
任
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
第
一

止
水
栓
ま
で
の
漏
水
や
破
損
は
、

市
が
維
持
管
理
上
修
理
し
ま
す
。

住
居
の
移
転

　

住
居
を
移
転
す
る
と
き
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

工
事
に
伴
う
断
水

　

水
道
本
管
の
破
裂
な
ど
の
突
発

事
故
で
の
断
水
は
、
断
水
の
広
報

が
行
き
届
か
な
い
こ
と
や
、
濁
り

水
・
工
事
騒
音
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

検
針
へ
の
ご
協
力

　

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
飼

い
犬
は
出
入
口
や
水
道
メ
ー
タ
ー

か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
お

い
て
く
だ
さ
い
。

説　明　図

漏
水
発
見
の
ご
協
力

　

漏
水
し
た
水
の
料
金
は
使
用
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
１
か

月
に
２
～
３
回
は
調
べ
て
く
だ
さ

い
。
蛇
口
を
全
部
し
め
て
、
水
道

メ
ー
タ
ー
文
字
盤
に
つ
い
て
い
る

銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
少
し
で
も

回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
市
の
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
（
事
業
者
一
覧
表
参
照
）

に
連
絡
し
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
地
下
漏
水
な
ど
の
事
故

に
つ
い
て
は
料
金
が
減
免
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理

　

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
貯
水

槽
水
道
の
設
置
者
は
、
清
掃
・
点

検
・
検
査
な
ど
の
維
持
管
理
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
貯
水
槽
の

清
掃
な
ど
は
、１
年
に
１
回
は
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、毎
年
有
効
期
限（
８
年
）

が
満
了
に
な
る
約
２
、０
０
０
か

所
の
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を

市
内
全
域
で
行
い
ま
す
。

　

取
替
え
作
業
は
、
市
が
委
託
し

た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
が

行
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
簡
易
水
道
の
使

用
開
始
お
よ
び
休
止
に
関
す
る
手

続
の
電
話
受
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
手
続
の
際
、
次
の

こ
と
を
担
当
者
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

○
水
道
使
用
開
始
日
時
、
ま
た
は

使
用
中
止
日
時

○
水
道
を
使
用
す
る
住
所（
方
書
・

ア
パ
ー
ト
名
・
部
屋
番
号
な
ど
）

○
使
用
者
（
契
約
者
）
の
氏
名
・

電
話
番
号

○
緊
急
連
絡
先

○
休
止
す
る
場
合
は
、
転
居
先
住

所
・
転
居
先
電
話
番
号

※　

た
だ
し
、手
続
に
お
い
て
、一

度
取
り
外
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
再
度
設
置
す
る
場
合
お
よ
び

水
道
メ
ー
タ
ー
を
撤
去
す
る
場

合
は
、
電
話
で
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
水
道
部
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
平
日
の
み
）

※　

時
間
外
・
夜
間
お
よ
び
土
・

日
・
祝
日
は
、
水
道
事
業
協
同

組
合
（
☎
�
３
７
２
２
）
で
受

け
付
け
ま
す
。
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施
設
の
見
学
が
で
き
ま
す
！

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
内
線
２
６
４
・
２
６
５
）

　

美
川
浄
水
場
で
は
、
個
人
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
で
の
見
学
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
場
内
の
庭
園
に
設

け
た
池
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
付
さ
れ
た
錦
鯉
が
泳
い
で
お

り
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

申
込
み
先

美
川
浄
水
場（
☎
�
０
６
９
０)

指定給水装置工事事業者一覧表
※　浜田自治区に居住している人は上水の欄、金城・旭・弥栄・三隅自治区に居住している人は簡水の欄

に「○」のある工事事業者に連絡してください。
業　者　名 住　所 電　　話 上水 簡水 業　　者　　名 住　所 電　　話 上水 簡水

浜　
　
　
　

田

㈲相生設備 長沢町 �２７４７ ○ ○ 三
隅

三隅住設 三隅町三隅 �０７２５ ○
㈲安藤設備 高佐町 �６５８７ ○ ○ ヤマオカ設備 三隅町三隅 �１７１７ ○ ○
㈾石見水泉社 浅井町 �０７８３ ○ ○

県　
　
　
　
　
　

内

㈲アイシーエス
益田市（0856）

�１２８８ ○ ○
㈲オーテック・システム 三階町 �９１２４ ○ アクア設備 �０９９２ ○
大原技研㈲ 下府町 �７７１０ ○ ○ イマックス㈱ 出雲市（0853）�０００９ ○
勝田土地開発㈱ 佐野町 �０３８９ ○ イマックス㈱大田営業所 大田市（0854）�７１６３ ○
㈲ガット 西村町 �０９９２ ○ イワミ水道㈲ 江津市（0855）�０７８８ ○ ○
㈱合同ガスセンター 下府町 �０１７０ ○ ○ ㈱植松

益田市（0856）
�４９８１ ○

坂本設備 国分町 �１２５１ ○ ○ ㈱内村電機工務店益田営業所 �１６７７ ○ ○
山陰クボタ水道用材㈱浜田営業所 下府町 �４１７０ ○ ○ ㈲大石水道工業所 �３２５８ ○ ○
山陰水道工業㈱浜田営業所 長沢町 �１２９９ ○ ○ ㈲大島商会瑞穂営業所 邑南町（0855）�１５０２ ○
シンセイ技研㈱浜田営業所 長沢町 �８５６６ ○ ○ ㈲大畑管工

益田市（0856）

�６９６１ ○
㈱大広設備 長沢町 �１７０４ ○ ○ 角田工業㈱ �２７８０ ○ ○
㈲ダイヤ環境衛生 黒川町 �１１６９ ○ ㈱技研設備 �３１５８ ○
㈱中電工浜田支社 殿町 �２７４０ ○ ○ 建興工業㈱ �４６００ ○
㈱電設サービス 黒川町 �２９５４ ○ ○ 江津水道工事㈲

江津市（0855）
�２０１６ ○ ○

東洋設備㈲ 浅井町 �１６８５ ○ ○ 五大設備㈲ �２８９０ ○ ○
㈱中島水道 港町 �１３１５ ○ ○ ㈲金剛ホーム設備

益田市（0856）
�１２３０ ○ ○

浜田ガス水道工事㈱ 港町 �０７３７ ○ ○ ㈱斎藤電機 �１８２２ ○
浜田マルヰ㈱ 熱田町 �１２５０ ○ ㈲ささき設備 江津市（0855）�２０８０ ○ ○
マルヰ設備㈱ 熱田町 �０４１６ ○ ○ 山陰クボタ水道用材㈱益田営業所

益田市（0856）
�４６２５ ○

㈱三浦工務店 天満町 �２１３５ ○ 山陰冷暖㈱益田営業所 �６４８８ ○ ○
森橋設備工事 上府町 �０２３６ ○ ○ 山陽空調工業㈱島根支店 大田市（0854）�３３１１ ○ ○
渡辺設備 高佐町 �００６４ ○ ㈱島根水道センター 松江市（0852）�２７９７ ○

金
城

㈱グリーンガス 金城町七条 �１７７８ ○ ㈲ジェイサービス
益田市（0856）

�１７３８ ○
石州金城設備 金城町下来原 �１７５６ ○ ○ 正栄工業㈱ �１１１５ ○
㈱電設サービス金城営業所 金城町七条 �２２４６ ○ 新光プロパン瓦斯㈱西益田支店 �２９０１ ○ ○
㈲中田工務店 金城町下来原 �１２０３ ○ SHINSEI工業 益田市 050-3467-6466 ○ ○
㈲日伸水道 金城町下来原 �１７５２ ○ ○ ㈲水道くん 益田市（0856）�１６０７ ○

旭

㈲旭設備 旭町丸原 �００２２ ○ ○ 石州水道工事㈱ 江津市（0855）�２１７６ ○ ○
㈱岡貞組 旭町今市 �１１５５ ○ 太陽温調工業㈲ 益田市（0856）�１９３９ ○ ○
㈲マルヤス 旭町今市 �１１２２ ○ ㈲トモエ水道 江津市（0855）�０５５５ ○ ○
㈱山本組 旭町市木 �０３１１ ○ 日新建設㈱ 益田市（0856）�３３７８ ○

三　
　
　
　

隅

㈲梅谷工務所 三隅町湊浦 �０３３４ ○ 松井土建㈲ 川本町（0855）�２６８６ ○
MK水道 三隅町古市場 �１１７２ ○ ○ マルヰ設備㈱江津支店 江津市（0855）�３３１９ ○
㈲大谷建設 三隅町向野田 �０１５６ ○ 温泉津管工事 大田市（0855）�３９８５ ○
㈲岡田工務店 三隅町西河内 �００２５ ○ ㈲横田水道 江津市（0855）�３２７６ ○
共栄建設㈲ 三隅町向野田 �２９５４ ○

広
島
県

㈱アサ・テクノ

広島市（082）

229-5311 ○ ○
極東建設工業㈲ 三隅町向野田 093-618-3856 ○ ダン環境設備㈱ 840-1311 ○ ○
河野建設㈱ 三隅町下古和 �１１２１ ○ 中央機器設備㈱ 284-4101 ○
第一建設工業㈱ 三隅町三隅 �０１２４ ○ ㈱日建管工 263-5835 ○
中電プラント㈱三隅事業所 三隅町岡見 �３２８７ ○ 広島工業㈱ 237-1111 ○
豊生建設㈱ 三隅町三隅 �２３５４ ○ ○ 藤岡工業㈱ 243-6910 ○
㈱三隅ガスセンター 三隅町向野田 �１０３４ ○ ○ ㈱免出 271-1555 ○
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内
田
ト
ン
ネ
ル

県
道　

浜
田
美
都
線

石見交通
猪伏口バス停

美川小学校
浜田第四中学校

中内田墓地 墓
地
用
地
を
分
譲
し
ま
す

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

受
講
生
募
集

古
着
・
古
布
の

分
別
収
集
を
し
ま
す

　

中
内
田
共
同
墓
地
用
地
を
分
譲

し
ま
す
。
希
望
者
は
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

土
地
の
概
要

所
在
地　
内
田
町
地
内

地
目　
雑
種
地

分
譲
区
画
数　
４
区
画

面
積　
約
５
㎡
／
区
画

価
格　

２
０
５
、６
０
０
円
／
区

画
申
込
条
件
（
抜
粋
）

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
法
律
に
よ
り
永
住
許
可
を
受

け
て
い
る
外
国
人

・
申
し
込
み
は
１
世
帯
に
つ
き
２

区
画
ま
で

・
墓
地
用
地
以
外
の
目
的
で
使
用

し
な
い
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

契
約
に
か
か
る
収
入
印
紙
代

（
４
０
０
円
）
と
、
所
有
権
移

転
に
か
か
る
登
録
免
許
税（
１
、

０
０
０
円
）
は
購
入
者
負
担
と

し
ま
す
。

※　

埋
葬
許
可
に
関
す
る
手
続
は

購
入
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

第
１
回　

６
月
30
日
㈬

第
２
回　

７
月
30
日
㈮

第
３
回　

８
月
31
日
㈫

※　

買
受
け
希
望
の
な
い
場
合
に

限
り
、
第
３
回
ま
で
順
次
申
込

期
限
を
延
長
し
ま
す
。

※　

申
込
み
が
区
画
数
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

抽
選
日
時　
第
１
回
締
切
分

７
月
８
日
㈭　

午
後
６
時
～

抽
選
場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
２

階
Ａ
会
議
室

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
管
財
課

（
☎
内
線
２
４
９
）

対
象　
２
年
以
上
の
実
務
経
験
が

あ
る
人

※　

集
団
給
食
関
係
は
別
基
準
の

た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

講
習
期
間　
６
月
～
８
月
（
通
算

８
日
間
）

場
所　
浜
田
保
健
所

定
員　
先
着
30
人

受
講
料　
３
７
、０
０
０
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
内
㈳
島
根
県
食
品

衛
生
協
会
浜
田
支
所

（
☎
�
４
１
４
１
）

実
施
期
間　
６
月
４
日
㈮
～
７
月

29
日
㈭

　

家
庭
の
タ
ン
ス
・
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
（
古
着
・
古
布
）
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

た
め
、
古
着
・
古
布
の
分
別
収
集

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、
か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

指
定
ご
み
袋
以
外
の
袋
・
レ

ジ
袋
・
紙
袋
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
毛
布
は
袋
に
入
ら
な
い

場
合
に
は
、広
が
ら
な
い
よ
う
、

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

収
集
期
間
・
収
集
場
所
・
時
間

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
古
着
・
古
布
収

集
場
所
一
覧
表
」
で
各
収
集
場
所

の
収
集
期
間
・
時
間
・
休
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

古
着
・
古
布
収
集
場
所
は
既

存
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

収
集
す
る
も
の

　

衣
類
（
ゴ
ム
製
品
・
作
業
服
・

着
物
は
除
く
。）・
シ
ー
ツ
・
タ
オ

ル
・
毛
布
・
ハ
ン
カ
チ
・
く
つ
し

た※　

必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り

乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど

は
取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

収
集
し
な
い
も
の

　

ふ
と
ん
・
座
ぶ
と
ん
・
マ
ッ
ト

レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
雨
か
っ
ぱ
・
帽
子
・
か
ば
ん
・

カ
ー
テ
ン
・
ゴ
ム
製
品
の
衣
類
・

作
業
服
・
着
物

※　

汚
れ
や
傷
み
の
ひ
ど
い
も
の
、

濡
れ
て
い
る
も
の
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

回
収
さ
れ
た
古
着
の
使
い
み

ち
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

Ａ　
引
取
り
業
者
に
よ
っ
て
、
仕

分
け
し
再
出
荷
さ
れ
ま
す
。

※　

衣
類
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
る
も
の
は
、
諸
外
国
に

輸
出
し
再
使
用
さ
れ
ま
す
。

※　

穴
あ
き
や
破
れ
て
い
る
も
の

は
、
ウ
エ
ス
（
機
械
の
油
ふ
き

な
ど
に
用
い
る
布
）
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
内
線
２
２
３
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）



15　　　広報はまだ：平成22年６月号

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

６月４日㈮～
７月29日㈭

殿町 市役所本庁 １階正面入口横 8:30～17:00 土・日・祝日
国分町 国府公民館 通路

9:00～17:00

祝日
熱田町 マリン交流センター 入口右側
周布町 周布公民館 入口右側 ６月６日㈰・祝日
内村町 美川公民館 入口 祝日
西村町 大麻公民館 窓口

土・日・祝日
下有福町 国府公民館有福分館 正面入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉セ
ンターの間の通路 8:30～17:00

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 店舗内

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館 玄関 火・金のみ開館
旭町市木 市木公民館 玄関

土・日・祝日
弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所 １階玄関

8:30～17:00弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所 １階玄関
三隅町三隅 市役所三隅支所 １階正面入口

６月４日㈮～
10日㈭

浅井町 ラ･ぺアーレ浜田 玄関 9:00～17:00
なし

野原町 浜田市総合福祉センター １階ロビー奥 8:30～17:00

６月４日㈮～
17日㈭

三隅町岡見 岡見公民館 公民館内
9:00～17:00 月・祝日・臨時

休館日三隅町湊浦 三保公民館 ロビー

６月11日㈮～
17日㈭

浅井町 ダップス 入口 6:00～20:00（月～土） 
8:00～20:00㈰ なし

下府町 ＪＡいわみ中央浜田東支所 入口右側 8:30～15:00 土・日・祝日

６月11日㈮～
24日㈭ 金城町追原 美又公民館 玄関 8:30～17:00 なし

６月18日㈮～
24日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 エスカレーター横
サービスコーナー横 9:00～20:00 なし

上府町 ＪＡいわみ中央上府事業所 横入口右側 8:30～17:00 土・日・祝日

６月18日㈮～
７月１日㈭

金城町波佐 波佐公民館 玄関 8:30～17:00 月・木・日・祝
三隅町向野田 三隅公民館 公民館内

9:00～17:00 月・祝日・臨時
休館日三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー

６月25日㈮～
７月１日㈭

長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売り場入口 9:30～17:30 なし
松原町 子育て支援センターすくすく 建物裏グラウンド側勝手口 8:30～17:00 日・祝日

６月25日㈮～
７月８日㈭ 金城町小国 小国公民館 玄関 8:30～17:00 月・日・祝日

７月２日㈮～
８日㈭

黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土・日・祝日

周布町 ナフコ浜田店 屋外ガーデニング
コーナー横 8:00～19:30 なし

弥栄町長安本郷 JAいわみ中央弥栄支所 窓口 8:30～17:00 土・日・祝日

７月２日㈮～
15日㈭

金城町今福 今福公民館 多目的研修ホール 8:30～17:00 月・金・日・祝
三隅町井野 井野公民館

公民館内 9:00～17:00 月・祝日・臨時
休館日三隅町下古和 黒沢公民館

７月９日㈮～
15日㈭

長沢町 ＪＡいわみ中央長沢事業所 ふれあい直売所内 8:30～17:00 土・日・祝日
周布町 スーパーセンタートライアル 東側入口 8:00～22:00 なし

７月９日㈮～
22日㈭ 金城町久佐 久佐公民館 玄関前 8:30～17:00 金・日・祝日

（木・土は午後休）

７月16日㈮～
22日㈭

黒川町 中国電力㈱浜田営業所 事務所１階受付 9:00～17:00
土・日・祝日

内田町 ＪＡいわみ中央美川事業所 営業所横倉庫 8:30～15:00

７月23日㈮～
29日㈭

港町 イズミゆめタウン浜田 立体駐車場４階
エレベーター横 9:30～22:00 なし

熱田町 ＪＡいわみ中央長浜事業所 事務所裏ふれあい
長浜市場 8:30～17:00 土・日・祝日

古着・古布収集場所一覧表



広報はまだ：平成22年６月号　　　16

消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

６月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 火 唐鐘１～９
2 水 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
3 木 下府町１～３、下府町、上府町伊甘
4 金 上府町、上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
7 月 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
8 火 殿町、田町２～５
9 水 田町、琵琶町、朝日町１～６・９・10
10 木 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
11 金 紺屋町、天満町、新町、錦町
14 月 蛭子町、栄町、片庭町
15 火 港町１～４
16 水 京町、高田町、清水町、真光町
17 木 原町、瀬戸見町、元浜町
18 金 大辻町、原井町
21 月 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
22 火 長沢町１
23 水 長沢町２～５・７・８
24 木 生湯町１～４
25 金 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地、長沢ヒルズ神在
28 月 浅井町４～６
29 火 浅井町１～３、黒川町１・２
30 水 黒川町３～７
※　雨天などによる中止の場合、町内会長からの連絡により
土曜日に実施することができます。（本庁くらしと環境課）

　

こ
れ
ま
で
地
域
で
市
民
一
斉
清

掃
を
実
施
さ
れ
、
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
今
年
も
皆
さ
ん
が

住
ん
で
い
る
地
域
で
の
一
斉
清
掃

へ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
会
で
の
清
掃
に
あ
わ
せ
、

ア
パ
ー
ト
・
社
宅
に
住
ん
で
い
る

人
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
事
業
所
や
ア
パ
ー
ト
管
理
者

は
従
業
員
や
居
住
者
の
皆
さ
ん
に

毎
年
６
月
は
環
境
月
間
で
す

浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
（
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ

推
進
隊
）
会
員
募
集

積
極
的
な
参
加
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課
）

浜
田
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
（
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
）
と
は
？

　

地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
環
境
問

題
に
取
り
組
む
市
民
組
織
で
す
。

　

平
成
21
年
２
月
に
設
立
し
、
現

在
１
２
０
の
団
体
・
個
人
の
会
員

に
よ
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動

や
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
に

興
味
の
あ
る
個
人
・
団
体
・
グ
ル
ー

プ
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一

緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
内
線
２
１
８
・
２
２
１
）

http://w
w
w
.city.ham

ada.

shim
ane.jp/kurashi/kankyou/

ekotai.htm
l

今日からおうちで省エネ !!
【掃除機の巻】

～二酸化炭素（ＣＯ ²）の排出を
減らして、地域温暖化を防ごう！～

　部屋の掃除をするときに、何気なく掃除機を
使っていませんか？ここでちょっと掃除機の使い
方を見直してみましょう。環境にやさしいだけで
なく、家計にもおトクです。
☆部屋を片づけてから掃除機をかけましょう。

年間で電気5.45kWhの省エネ　約120円の節約
原油換算1.37L　ＣＯ²削減量2.5㎏

※　利用する時間を１日１分間短縮した場合
☆集塵パックは適宜取り替えましょう。

年間で電気1.55kWhの省エネ　約30円の節約
原油換算0.39L　ＣＯ²削減量0.7kg

※　パックいっぱいにゴミが詰まった状態と未使
用のパックの比較

【一口メモ】
・掃除をする際に、ほうきとちりとりを使うと、

サッと使えて手軽な上に、使うエネルギーもゼ
ロです。最近は、デザインのよいほうきとちり
とりのセットもあります。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大
事典2009年２月版】

（本庁くらしと環境課）

産
業
・
地
域
活
性
化

２
０
１
１
版

企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

掲
載
企
業
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
の
事
業
所
・
企
業
を
知
り
、

地
元
就
職
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

た
め
に
市
内
企
業
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
は
、
会
社
の
概
要
・

勤
務
条
件
・
企
業
の
魅
力
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
７
月
30
日
㈮

申
込
方
法　
事
業
所
調
査
シ
ー
ト

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課
（
☎
内
線
４

１
４
・
▢ＦＡＸ
�
４
０
４
０
）
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消
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・
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業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国道 9号線バイパス
三階小学校

至 運転免許
　 センター

植樹枡開放区間

いわみーる
世界こども
美術館

総合福祉
センター

至 益田

至 江津

県立大学

「
わ
た
し
は
、
ま
ち
の

園
芸
家
！
」
事
業
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催
を

支
援
し
ま
す

　

市
で
は
、
大
学
を
核
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
大

学
通
り
沿
い
の
歩
道
に
設
置
し
た

植
樹
枡（
植
樹
の
幹
周
り
の
部
分
）

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
開
放
し
、
個

性
豊
か
な
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
の
製
作

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
「
わ
た
し

は
、
ま
ち
の
園
芸
家
！
」
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
枡
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

管
理
し
て
も
ら
い
、
な
か
に
は
複

数
の
植
樹
枡
を
個
人
・
地
域
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
管
理
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
植
樹
枡
に
い
く
つ
か
の

空
き
が
あ
り
ま
す
。
個
人
で
、
家

族
で
、
仲
間
で
、
企
業
で
、
大
学

通
り
に
マ
イ
ガ
ー
デ
ン
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

まちを花で飾ろう！
～播種作業について～

≪宇津市長が市職員へ呼びかけ！≫
　市では昨年に引き続き、「第２回まちを花で飾ろう！」
事業に取り組みます。市民の皆さんから寄せられた募金に
より花の種を購入し、市民に親しまれる場所に花の種を蒔
きます。播種作業にご協力をお願いします。
日時　６月12日㈯　午前９時～（30分程度）
※　三隅会場は、６月13日㈰　午前９時～
※　少雨決行
播種品種　コスモス
場所　・島根県立大学グランド周辺市有地（野原町）

・金城総合運動公園テニスコート周辺（金城町七条）
・地域交流プラザ「まんてん」周辺（旭町丸原）
・ふるさと体験村周辺（弥栄町三里）
・針藻山山頂付近（三隅町古市場）

問い合わせ先　本庁産業政策課（☎内線４１３）
および各支所産業課

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
・
希
望

す
る
区
画
数
を
明
記
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課

（
☎
内
線
３
４
２
）

　

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
各

種
会
議
・
学
会
・
研
究
大
会
な
ど
）

の
誘
致
に
あ
た
り
、
主
催
者
に
補

助
金
を
助
成
し
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進
事
業

助
成
要
件　
次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
も
の
。
た
だ
し
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
を
目

的
と
し
た
補
助
金
で
あ
る
た
め
、

既
に
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
も

の
は
対
象
外
で
す
。

・
市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
も
の

・
開
催
規
模
が
、
県
大
会
規
模
も

し
く
は
同
等
程
度
以
上
の
も
の

・
市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る

延
べ
人
数
が
25
人
以
上
で
あ
る

こ
と

・
産
業
、
学
術
、
文
化
ま
た
は
芸

術
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の

・
営
利
を
目
的
に
す
る
も
の
で
な

い
こ
と

・
政
治
目
的
ま
た
は
宗
教
的
活
動

の
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と

・
集
団
的
に
ま
た
は
常
習
的
に
暴

力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ

の
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
も

の
で
な
い
こ
と

・
主
催
者
が
国
、
地
方
公
共
団
体

で
な
い
こ
と

・
市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
そ
の
ほ
か
市
長
が
適
当
と
認
め

る
も
の

申
込
方
法　
申
込
み
は
、
随
時
受

け
付
け
ま
す
。
会
議
な
ど
を
開

催
す
る
１
か
月
前
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

補
助
金
の
総
額
は
、
予
算
の

範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
観
光
振
興
課

（
☎
内
線
３
５
５
）

補助金額
市内宿泊施設の

宿泊者数（延べ人数）
補助金額
（円）

25～ 49 50,000
50～ 99 100,000
100～149 200,000
150～ 300,000

※　申請状況によっては、交付決定
額が減額となる場合もあります。
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平
成
21
年
度
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業
報
告

　

こ
の
た
び
、
市
で
は
国
の
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
を
活

用
し
て
、
次
の
と
お
り
施
設
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

・
み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

事
業

・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
施
設
改

修
事
業

・
市
道
白
砂
小
学
校
線
生
活
道
路

整
備
事
業 

・
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
弥
栄
診

療
所
医
療
機
器
整
備
事
業

・
正
寿
地
地
区
用
排
水
路
整
備
事

業

（
本
庁
地
域
政
策
課
）

市
民
協
働
活
性
化

支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

１　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

２　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

３　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
に
住
所
が

あ
る
人
ま
た
は
所
在
す
る
団
体

が
行
う
も
の
で
、
次
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

事
業
。
た
だ
し
、
政
治
団
体
お

よ
び
宗
教
団
体
が
行
う
事
業
ま

た
は
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
除
き
ま
す
。

１　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る

こ
と

２　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

助
成
の
範
囲　
助
成
金
額
は
、
事

業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
１
／

３
以
内
と
し
、
30
万
円
を
上
限

と
し
ま
す
。

※　

団
体
な
ど
の
経
常
的
な
事
業

や
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業

は
対
象
外
で
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

第
１
回　
６
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

第
２
回　
10
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

※　

第
２
回
の
受
付
期
間
は
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
内
線
３
４
３
）

　

課
税
さ
れ
な
い
人
へ
の
非
課
税

通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市

民
税
県
民
税
を
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
人
に
は
勤
務
先
を
通
じ
て

届
け
ま
す
。

　

税
金
の
こ
と
や
国
民
健
康
保
険

料
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
14
日
㈪
～
30
日
㈬

　
（
土
・
日
を
除
く
。）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

※　

各
支
所
自
治
振
興
課
（
三
隅

支
所
は
市
民
課
）
で
も
相
談
を

受
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
内
線
２
２
７
・
２
３
２
・
２

３
５
）

市
民
税
県
民
税
と
国
民
健
康

保
険
料
の
納
税
通
知
書
を
６

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

税
務
・
納
税

みすみフェスティバル

市
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

委
任
状
が
必
要
で
す
。

　

所
得
・
課
税
証
明
書
は
、
市
役

所
１
階
総
合
窓
口
課
・
各
支
所
お

よ
び
連
絡
係
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
昼
間
に
市
役
所
へ

来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
市

役
所
本
庁
１
階
に
設
置
し
て
あ
る

自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
内
線
２
１
７
・
２
２
９
・
２

３
０
）

発
行
開
始
日　
６
月
１
日
㈫

　

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

代
理
人
の
人
が
申
請
す
る
場
合
は

平
成
22
年
度
所
得
・
課
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

（
平
成
21
年
１
月
～
12
月
の

所
得
の
証
明
）

市税・国民健康保険料（税）・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します
　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢
者医療保険料の納付・納付相談について、
平日夜間窓口を開設します。仕事などで日
中の納付・納付相談が困難な人や納め忘れ
ていた人は、ぜひ利用してください。
期間　６月28日㈪・29日㈫
　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口からお入りください。
問い合わせ先
　本庁徴収課
　（☎内線２１３・
　２１５）
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地
域
活
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金

教
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・
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福
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子

育

て
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♧
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平
成
23
年
度
か
ら
旭
自
治

区
の
固
定
資
産
税
の
税
率

が
変
わ
り
ま
す

変
更
前　

１
・
４
％

変
更
後　
１・５
％

※　

ほ
か
の
自
治
区
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
１
・
５
％
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
税
務
課
資
産
税
第
一
係
・

第
二
係
（
☎
内
線
２
３
３
・
２

　

３
４
・
２
３
６
・
２
３
７
）

健 康 コラムコラム
６月は「食育月間」、
　　　毎月19日は「食育の日」です！

　「食」は、私たちが生涯にわたって、健康で
心豊かに暮らしていく基本であり、「生きる力」
の源です。
　市では、平成19年度に作成した「浜田市食育
推進計画」に基づき、子どもから高齢者までが、
食に関する知識と食を選択する力を習得し、健
全な食生活を実践できるよう「食育」の取り組
みを進めています。

～第４回食育フェスタin浜田　食育レシピより～　（子育て支援センター）
※　次回７月号は、『子育て』についてのコラムを掲載します。

　食育活動を市民の皆さんと一緒に取り組むた
め、学校や幼稚園・保育所（園）など、地域の
“食”に関する関係機関と連携して「浜田市食育
推進ネットワーク会議」を設置し、今年度は「地
産地消を推進しよう」を活動目標に掲げて活動を
推進しています。
　家庭でも、浜田のおいしい食材を知り、活用す
ることで、地元の食への関心を高め、地産地消を
進めていきましょう。

①のどぐろは焼いてほぐしておく。
②その骨でだしをとる（だし汁は、鍋に水と骨を
入れて沸騰させ、骨を除く）。

③人参はせん切りにする。
④炊飯器に米・だし汁・人参・調味料・水を加え
て炊く。炊き上がったら①を軽く混ぜる。

のどぐろ（干し）…１匹
米…３合　　　塩…少々
しょうゆ……………大さじ１
酒……………………大さじ２
みりん………………大さじ１
人参…………………50グラム

①あすっこは熱湯でゆでる。
②冷水にさらし、水気を切り、３～４㎝の長さに
切る。

③ごまをすり、調味料を加えてあえる。
※　あすっこは、ビタミン菜とブロッコリーを両
親に持つ、島根オリジナルの野菜です。

あすっこ……………一株
ごま…………………大さじ３
しょうゆ……………大さじ１弱
砂糖…………………大さじ１
だし汁………………大さじ１

のどぐろごはん（４人分）
材料 作り方

あすっこのごまあえ（４人分）
材料 作り方

　

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状

況
を
届
け
出
て
認
定
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
を

提
出
し
な
い
と
、受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
引
き
続
き
手
当
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
現
況
届
用
紙
は
、
該
当
す

る
人
に
市
か
ら
送
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
生
・
転
入
・
転
出
・

転
居
や
支
給
要
件
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
15
日
以
内

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

６
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

※　

郵
送
で
の
提
出
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の

写
し

※　

支
給
要
件
児
童
と
別
居
し
て

い
る
場
合
は
、
別
居
監
護
申
立

書
が
必
要
で
す
。
な
お
、
支
給

要
件
児
童
と
別
居
し
て
い
る
人

で
、
児
童
の
住
所
が
浜
田
市
以

外
の
人
は
、
児
童
の
属
す
る
世

帯
全
員
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。

※　

状
況
に
よ
り
、
別
途
提
出
書

類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課

（
☎
内
線
１
６
２
・
１
６
７
）

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

子
ど
も
手
当
の
現
況
届
に

つ
い
て

子
育
て

～地元の食材を使ったレシピ紹介～
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子

育

て

　

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る

ひ
と
り
親
ま
た
は
養
育
者
が
、
援

助
活
動
を
依
頼
し
た
と
き
に
、
利

用
料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。
該

当
す
る
人
は
、
登
録
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象　
ひ
と
り
親
お
よ
び
養
育
者

で
、
は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
援
助
依
頼

会
員
（
お
ね
が
い
会
員
）
登
録

を
し
て
い
る
人

助
成
額　
お
ね
が
い
会
員
が
、
ま

か
せ
て
会
員
に
支
払
う
利
用
料

の
半
額

料
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
１
か
月
の
半
額
助
成
の
利

用
時
間
は
、
10
時
間
を
限
度
と

し
ま
す
。

※　

お
ね
が
い
会
員
は
、
利
用
料

の
半
額
を
ま
か
せ
て
会
員
に
支

払
い
、
残
り
の
半
額
は
後
日
、

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
が
、
ま
か
せ
て

会
員
の
指
定
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

は
ま
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
８
９
１
２
）

場
所　
受
託
医
療
機
関
（
次
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
の
と
お
り
）

※　

浜
田
自
治
区
以
外
で
従
来
実

施
し
て
い
た「
集
団
健
康
診
査
」

は
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

【
特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）】

　

年
に
一
度
の
体
の
点
検
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

40
～
74
歳
の
人
は
、
加
入
す
る

医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特
定
健

康
診
査
を
、
75
歳
以
上
の
人
は
、

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が

実
施
す
る
健
康
診
査
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

健
診
の
受
け
方

①　

対
象
と
な
る
人
に
は
特
定
健

康
診
査
（
健
康
診
査
）
受
診
券

が
医
療
保
険
者
か
ら
届
き
ま
す

（
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
人
で
、
今
年
度
の
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
予

定
の
人
に
は
受
診
券
は
送
付
し

ま
せ
ん
）。

②　

送
付
さ
れ
た
受
診
券
や
案
内

を
確
認
し
、
指
定
の
医
療
機
関

や
集
団
健
康
診
査
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の　
受
診
券
・
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
被
保
険

者
証
・
健
康
手
帳
（
あ
れ
ば
）・

前
年
度
の
受
診
結
果
票
（
あ
れ

ば
）

受
診
料　
加
入
す
る
医
療
保
険
者

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
加
入
す
る
医
療
保
険
や
個

人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※　

午
前
中
に
受
診
す
る
人
は
朝

食
を
食
べ
ず
に
、
午
後
受
診
す

る
人
は
昼
食
を
食
べ
ず
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

【
前
立
腺
が
ん
検
診
】

　

血
液
検
査
で
簡
単
に
分
か
る
検

査
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
特
定
健
康
診
査
（
健
康

診
査
）
と
一
緒
に
受
け
る
と
一
度

の
採
血
で
済
み
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
の
50
歳
以
上

の
男
性

持
参
す
る
も
の　
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
・
健

康
手
帳
（
あ
れ
ば
）

受
診
料　
無
料

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

　

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診
査
）

に
併
せ
て
肝
が
ん
や
肝
硬
変
の
予

防
を
推
進
す
る
た
め
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
血
液

検
査
に
よ
り
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
と
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
の
２
種
類
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

①　

市
内
在
住
で
、
平
成
22
年
度

に
満
40
歳
に
な
る
人
（
昭
和
45

年
４
月
１
日
～
昭
和
46
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

②　

市
内
在
住
の
満
41
歳
以
上
の

人
で
、
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

※　

平
成
21
年
度
の
特
定
健
康
診
査

な
ど
で
肝
機
能
検
査
の
数
値
に
異

常
が
み
ら
れ
た
人
で
検
査
を
希
望

す
る
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

※　

な
お
、
職
場
な
ど
で
検
診
の

あ
る
人
は
除
き
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
・
健

康
手
帳
（
あ
れ
ば
）

受
診
料　
３
０
０
円
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
１
５
０
円
）

※　

70
歳
以
上
の
人
・
65
歳
以
上

で
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
し

て
い
る
人
ま
た
は
65
歳
以
上
で

福
祉
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
・

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

※　

健
康
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
医
療
機
関
ま
た
は
市
役

所
本
庁
１
階
⑩
番
窓
口
、
各
支

所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
内
線
１
４
６
・
１
６
９
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

※　

た
だ
し
、
交
通
費
・
食
事
・

お
や
つ
代
な
ど
や
キ
ャ
ン
セ
ル

期
間　
６
月
１
日
㈫
～
11
月
30
日

㈫

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
利
用

料
の
半
額
を
助
成
し
ま
す

健
康
・
福
祉

特
定
健
康
診
査
（
健
康
診

査
）・
前
立
腺
が
ん
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
お

知
ら
せ

子ども１人につき 
30分あたりの基準額

半額 
助成後

平日昼間 300円 150円
早朝・夜間 400円 200円
土・日・祝日 400円 200円
病児・病後児保育 400円 200円
※　平日昼間は、午前７時～午後７時
とします。
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平成 22 年度受託医療機関一覧

子宮頸がん検診　　対象　20歳以上胃がん検診　　対象　40歳以上

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラー
メン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　
など

※　６月27日㈰の胃がん検診は予約が必要で、定員
は60人です。

申込み先　県環境保健公社（☎�７４４２）

肺がん検診
　【Ｘ線検査】対象　40歳～ 64歳以下
　【喀痰検査】対象　50歳～ 64歳以下（必要者のみ）

医療機関名 住所 電話番号 医療機関名 住所 電話番号
池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 �５３５３ 西川病院※（注２） 港町 �２３９０
大石内科医院 黒川町 �０３１３ 能美クリニック※（注２） 天満町 �３２３１
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ 半田医院 港町 �０２８８
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 真鍋医院 国分町 �００３１
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
沖田病院 殿町 �１５５５ 都医院 治和町 �０１００
笠田医院 牛市町 �１６２１ 向内科小児科医院※（注２） 国分町 �０１６７
北村内科クリニック※（注２） 国分町 �２２５７ 彌重内科眼科医院※（注２） 高田町 �１５２７
健診センター※（注２） 浅井町 �７７００ やすぎクリニック※（注２） 下府町 �１９１１
小池医院※（注２） 日脚町 �１０２０ 山根病院 熱田町 �０６８８
斎藤医院 朝日町 �０２２８ 金城沖田医院　　 金城町七条 �１８００
さかね内科 殿町 �２２３４ 波佐診療所※（注２） 金城町波佐 �０００１
島田病院※（注２） 殿町 �２５１１ あさひ診療所※（注２） 旭町丸原 �０００２
大麻診療所※（注２） 西村町 �００１４ 酒井外科内科医院※（注２） 旭町今市 �０２２２
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 弥栄診療所※（注２） 弥栄町木都賀 �５００１
中村呼吸器内科医院※（注２） 内村町 �４５９３ 寺井医院 三隅町西河内 �００３８
中村整形外科※（注２） 殿町 �３３２５ 中村医院　　　　　　 三隅町三隅 �００２１
中村内科医院 片庭町 �１１８３ 野上医院 三隅町三隅 �００３１
中山産婦人科医院※（注１・２） 殿町 �００７１ 山根病院三隅分院※（注２） 三隅町岡見 �４３４３
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００

実施日 受付時間 会場

浜
田６月18日㈮

13:00～13:30 美川公民館
14:00～14:30 石原集会所
15:00～15:30 福井集会所

金
城

６月15日㈫
13:00～13:30 波佐公民館（ときわ会館）
14:00～14:30 小国公民館（おぐに会館）
15:00～15:15 かたらいの家

６月16日㈬
 9:00～ 9:30 久佐公民館（くざ会館）
10:00～10:30 美又公民館（みまた会館）
11:00～11:30 今福公民館（ふれあい会館）

６月17日㈭ 13:30～14:30 みどりかいかん
15:00～15:30 小笹集会所前

旭

６月16日㈬ 13:15～14:15 旭保健センター

６月17日㈭

 9:00～ 9:30 都川高齢者活動促進センター
10:00～10:20 市木生活改善センター
11:00～11:20 重富生活改善センター
11:40～12:00 木田生活改善センター

弥
栄６月15日㈫  9:00～ 9:30 老人福祉センター

10:30～11:00 弥栄会館

三
隅

６月18日㈮  9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 白砂公民館

６月25日㈮

 9:00～ 9:30 みのり会館
10:00～10:30 三隅支所福祉課
11:00～11:30 黒沢公民館
13:15～14:00 岡見公民館
14:30～15:00 三保公民館

実施日 受付時間 会場

浜
田

６月１日㈫  8:30～10:00 浜田保健所
13:00～13:30 石見公民館長見分館

６月27日㈰  8:30～10:00 市役所本庁駐車場

金
城

６月８日㈫  8:00～ 9:00 小笹集会所前
10:00～11:00 今福公民館（ふれあい会館）

６月９日㈬  8:00～ 9:00 波佐公民館（ときわ会館）
10:00～11:00 小国公民館（おぐに会館）

６月14日㈪  8:00～ 8:30 久佐公民館（くざ会館）
 9:30～10:30 美又公民館（みまた会館）

実施日 受付時間 会場
浜
田６月27日㈰  8:30～11:30 市役所本庁駐車場

※　（注１）は、特定健康診査（健康診査）・肝炎ウイルス検診のみ実施。
※　（注２）は、あらかじめ電話で日時を予約してください。

※　ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）検査を同時に希望する場合は、
全額自己負担で検査を受けることができます。

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受診
６時間前には必ず食事を済ませてください。午後からの
受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

　今回は、６月に実施する各種がん検診の日程を掲載します。７月以降
のがん検診日程については、４月に配布しました「平成22年度各種健（検）
診日程表」をご覧ください。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎内線１４６・１６９）
　各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）

　平成22年度は、胃がん・子宮がん・
乳がん・肺がん・大腸がん・前立腺
がん検診を実施します。
※　今年度から各種がん検診は、無
料で受診することができます。

６月各種がん検診の日程
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が
ん
の
画
像
診
断
検
査

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
」
の

が
ん
検
診
が
開
始
さ
れ
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式
の

参
列
者
を
募
集
し
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

～
慰
霊
巡
拝
の
お
知
ら
せ
～

　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
が
ん

の
画
像
診
断
検
査「
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
」

に
よ
る
が
ん
検
診
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
こ
の
検
査
は
、
糖
を
含
ん
だ

放
射
性
薬
剤
が
が
ん
組
織
に
集
ま

る
特
性
を
利
用
し
て
お
り
、
一
度

に
ほ
ぼ
全
身
の
が
ん
の
発
見
を
可

能
と
し
て
い
ま
す
。県
西
部
で
は
、

初
め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
診
に
は
、予
約
が
必
要
で
す
。

検
診
開
始
日　
６
月
14
日
㈪

料
金　
９
万
円
（
県
民
は
８
万
５

　

千
円
）

検
査
方
法　
放
射
性
薬
剤
を
注
射

し
た
後
、
ベ
ッ
ド
に
あ
お
む
け

に
な
り
、
全
身
の
画
像
を
撮
り

ま
す
。
検
査
自
体
は
お
よ
そ
20

～
30
分
で
、
終
了
し
ま
す
。

予
約
受
付
開
始
日　
６
月
１
日
㈫

予
約
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

予
約
先　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健

診
セ
ン
タ
ー（
☎
�
７
７
０
０
）

※　

予
約
受
付
は
、
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
医
療
対

策
係
（
☎
内
線
１
６
３・
１
６
４
）

対
象
者　
将
来
就
業
を
希
望
す
る

看
護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時　
６
月
９
日
㈬
・
７
月
14
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
森
川
友
子
さ
ん
（
県
看

護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

問
い
合
わ
せ
先　
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１

　

０
）

　

県
で
は
、「
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
式
典
に
県
遺
族
代
表
と
し
て

参
列
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
８
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地

域
や
遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上

に
お
い
て
、
戦
没
者
を
慰
霊
す
る

た
め
、
遺
族
を
主
体
と
し
た
慰
霊

巡
拝
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

遺
族
の
範
囲

　

慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に
お
け

る
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た

人
を
除
く
。）・
子
・
父
母
・
兄
弟

姉
妹

※　

当
該
地
域
に
お
け
る
慰
霊
巡

拝
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

お
よ
び
当
該
地
域
を
一
度
も
訪

問
し
た
こ
と
が
な
い
人
を
優
先

し
ま
す
。

遺
族
代
表
と
し
て
の
条
件

　

健
康
状
態
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
、
原
則
80

歳
以
下
の
人

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

（
☎
内
線
２
１
６
）

　

各
支
所
市
民
福
祉
課
（
三
隅
支

所
は
福
祉
課
）

式
典　
８
月
15
日
㈰

場
所　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）

対
象　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

１　

こ
れ
ま
で
に
こ
の
追
悼
式
に

参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

２　

戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

子
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者

（
た
だ
し
、
夫
婦
で
参
列
の
場

合
に
限
る
。）

※　

戦
没
者
１
人
に
つ
き
１
人
の

み
の
参
加
に
限
り
ま
す
（
子
ま

た
は
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
が
参

加
す
る
場
合
を
除
く
）。

３　

健
康
状
態
が
良
好
で
、
１
泊

２
日
の
団
体
行
動
に
耐
え
ら
れ

る
人
（
介
助
者
な
し
で
行
動
で

き
る
人
）

参
加
費　
松
江
市
を
起
点
と
し
た

東
京
ま
で
の
往
復
運
賃
と
宿
泊

費
は
定
額
助
成
し
ま
す
。
そ
の

ほ
か
の
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
締
切
日　
６
月
16
日
㈬

応
募
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
地

域
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

県
遺
族
連
合
会
会
員
の
人
は
、

申
し
込
む
前
に
必
ず
各
支
部
に

連
絡
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
年
齢
な
ど
を
考
慮
の

上
、
県
が
選
考
し
ま
す
（
先
着

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

提
出
先　
本
庁
地
域
福
祉
課
地
域

福
祉
係
（
市
役
所
本
庁
２
階
⑦

番
窓
口
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
社
会
・

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
４
０
）

派遣地域
実施予定時期 実施

期間
派遣予定

人員(全国) 申込締切日
区分 地名

南方

インドネシア 10月22日㈮～30日㈯ ９日間 15人 ６月14日㈪
東部ニューギニア 11月13日㈯～20日㈯ ８日間 30人 ７月12日㈪
ミャンマー 12月３日㈮～11日㈯ ９日間 30人 ８月６日㈮
マリアナ諸島 平成23年１月22日㈯～29日㈯ ８日間 20人 ９月10日㈮
トラック諸島 平成23年１月22日㈯～29日㈯ ８日間 15人 ９月10日㈮
フィリピン 平成23年２月２日㈬～11日㈮ 10日間 60人 ９月17日㈮
ギルバート諸島 平成23年２月26日㈯～３月４日㈮ ７日間 15人 10月14日㈭
硫黄島　（１次） 11月９日㈫・10日㈬ ２日間 50人 ７月12日㈪
硫黄島　（２次） 平成23年２月16日㈬・17日㈭ ２日間 100人 10月14日㈭
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倒
産
・
解
雇
な
ど
の
非
自
発
的

な
失
業
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
人
に
つ
い
て
、
在
職
中

と
同
程
度
の
保
険
料
負
担
で
医
療

保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
、
国
民

健
康
保
険
料
の
軽
減
が
行
わ
れ
る

新
し
い
制
度
が
平
成
22
年
度
か
ら

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
場

合
は
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

対
象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
人

・
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
あ

る
こ
と

・
離
職
時
点
で
65
歳
未
満
で
あ
る

こ
と

・
雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資
格

者
」「
特
定
理
由
離
職
者
」
で

あ
る
こ
と
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

交
付
さ
れ
た
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
離
職
理
由
欄
の
コ
ー

ド
が
次
表
の
場
合
が
対
象
で

す
。）

・
離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日

以
降
で
あ
る
こ
と

※　

離
職
理
由
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
減
さ
れ
る
額　
国
民
健
康
保
険

料
は
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り

算
定
さ
れ
ま
す
が
、届
出
の
あ
っ

た
該
当
者
の
前
年
の
給
与
所
得

を
30
／
１
０
０
と
み
な
し
て
算

定
し
ま
す
（
給
与
所
得
以
外
の

所
得
は
１
０
０
／
１
０
０
と
し

て
算
定
）。

軽
減
さ
れ
る
期
間　
離
職
の
翌
日

の
属
す
る
月
か
ら
翌
年
度
末
ま

で
の
期
間
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
医

療
保
険
課
⑥
番
窓
口

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
内
線
１
３
４
・
１
３
５
・
１

５
８
）

半
と
後
半
で
天
引
き
の
額
が
大
き

く
上
下
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
保

険
料
段
階
に
変
更
が
な
け
れ
ば
介

護
保
険
料
の
天
引
き
額
が
１
年
を

通
じ
て
ほ
ぼ
同
額
と
す
る
『
平
準

化
』
を
し
て
い
ま
す
（
端
数
処
理

の
都
合
で
、
完
全
に
同
額
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

今
回
、
６
月
か
ら
仮
徴
収
額
が

変
更
と
な
っ
た
人
は
、
平
成
21
年

中
の
所
得
や
世
帯
の
課
税
（
非
課

税
）
状
況
な
ど
が
平
成
20
年
中
と

変
わ
ら
な
い
と
い
う
前
提
で
、『
平

準
化
』
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

※　

保
険
料
の
軽
減
は
平
成
22
年

度
分
か
ら
で
、
平
成
21
年
度
分

以
前
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

手
続
方
法　
書
類
の
届
出
が
必
要

で
す
。
次
の
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
国
民
健
康
保
険
証

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

・
印
鑑
（
認
め
で
可
）

※　

自
動
的
に
軽
減
が
適
用
さ
れ

　

65
歳
以
上
の
人
の
平
成
22
年
度

介
護
保
険
料
は
、
平
成
21
年
中
の

所
得
や
平
成
22
年
度
市
民
税
の
課

税
（
非
課
税
）
状
況
で
算
定
し
、

決
定
通
知
書
を
６
月
16
日
㈬
頃
に

送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人

　

年
金
天
引
き
で
介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
る
人
（
特
別
徴
収
対
象

者
）
は
、
前
半
（
４
月
・
６
月
・

８
月
）
は
仮
徴
収
、後
半
（
10
月
・

12
月
・
２
月
）
が
本
徴
収
と
な
り
、

決
定
し
た
保
険
料
の
年
額
か
ら
、

仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
を
後

半
で
納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

　

仮
徴
収
の
額
は
、
２
月
の
年
金

か
ら
天
引
き
と
な
っ
た
保
険
料
額

を
基
本
と
し
ま
す
が
、
年
度
の
前

保
険
・
医
療
・
年
金

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
は
ま
だ
圏
域

倒
産
・
解
雇
や
雇
止
め
な
ど
に

よ
り
離
職
を
し
た
人
へ

国
民
健
康
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す

平
成
22
年
度
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

雇用保険受給資格者証 離職理由コード一覧
離職者区分 理由コード 離職理由

特定受給資格者

11 解雇
12 天災などの理由により事業継続が不可能になったことによる解雇
21 雇止め（雇用期間３年以上、雇止め通知あり）
22 雇止め（雇用期間３年未満、契約更新明示あり）
31 事業主からの働きかけによる正当な理由のある自己都合退職
32 事業所移転等に伴う正当理由のある自己都合退職

特定理由離職者
23 期間満了（雇用期間３年未満、契約更新明示なし）
33 正当な理由のある自己都合退職
34 正当な理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満）

離職年月日 保険料軽減対象期間

平成21年３月31日～ 

　平成22年３月30日

平成22年４月～　　 

　　　平成23年３月

平成22年３月31日

以降

離職日の翌日の属す

る月からその月の属

する年度の翌年度末

まで

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月
仮徴収 本徴収

　基本的に前年度の２月
の保険料と同額を徴収し
ます。ただし、各期の保
険料額を均等にするため
に、６月の仮徴収額から、
調整（仮徴収額の平準化）
することがあります。

　確定した年間保険料額
から、仮徴収分を差し引
いた額を３回に分けて徴
収します。割り切れなかっ
た100円未満の額は10月に
合算されます。

特別徴収（年金天引き）による介護保険料の納め方
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消
防
・
防
災

交
通
安
全

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
６
月
28
日
㈪
～
７
月
４
日

㈰
ま
で
の
７
日
間
を
、
全
国
一
斉

強
化
週
間
と
定
め
、
県
に
お
い
て

も
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

　

学
校
内
で
の
い
じ
め
や
体
罰
・

児
童
虐
待
を
は
じ
め
、
学
校
生
活

や
日
常
生
活
で
の
悩
み
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土･

日
は
午
前
10
時
～
午

後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
・
２
６

　

９
）

普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
人

　

本
算
定
で
決
定
に
な
っ
た
介
護

保
険
料
の
年
額
を
、
６
月
か
ら
３

月
ま
で
の
10
回
で
納
め
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

申
込
み
を
し
て
い
る
人
は
、
６
月

か
ら
３
月
ま
で
の
毎
月
末
日
に
指

定
の
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま
す

（
12
月
は
28
日
、
月
末
日
が
金
融

機
関
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業

日
）。

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人

権
の
考
え
方
を
広
め
、
私
た
ち
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

講
演
会
を
開
催
し
た
り
啓
発
物

品
を
配
布
し
た
り
し
て
、
人
権
に

つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
や
、
人
権
相
談
に
応

じ
る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
各
自
治
区
で

行
っ
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

　

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

《
浜
田
自
治
区
》

日
時　
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
相

談
室

人
権
擁
護
委
員

　

龍
河　

和
子
さ
ん
（
松
原
町
）

　

西
井
久
美
子
さ
ん
（
高
田
町
）

　

坂
野　

昭
憲
さ
ん
（
黒
川
町
）

　

井
川　

善
吉
さ
ん
（
杉
戸
町
）

　

金
本　

孝
恵
さ
ん
（
熱
田
町
）

　

村
井　
　

勉
さ
ん
（
日
脚
町
）

　

平
野　

光
德
さ
ん
（
内
村
町
）

　

石
田　

啓
真
さ
ん
（
下
府
町
）

　

河
野　

恒
弘
さ
ん
（
宇
野
町
）

《
金
城
自
治
区
》

人
権
擁
護
委
員

　

金
口　

重
生
さ
ん（
金
城
町
久
佐
）

　

室
崎　

武
子
さ
ん（
金
城
町
上
来
原
）

　

竹
田　
　

聰
さ
ん（
金
城
町
小
国
）

《
旭
自
治
区
》

日
時　
毎
月
第
２
月
曜
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
翌
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

変
更
の
場
合
が
有
り
ま
す
。

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員

　

上
野　
　

茂
さ
ん（
旭
町
今
市
）

　

佐
々
木
典
子
さ
ん（
旭
町
都
川
）

《
弥
栄
自
治
区
》

人
権
擁
護
委
員

　

齋
　

繁
美
さ
ん（
弥
栄
町
木
都
賀
）

　

王
子　

幸
子
さ
ん（
弥
栄
町
木
都
賀
）

《
三
隅
自
治
区
》

人
権
擁
護
委
員

　

鹽
谷　

純
惠
さ
ん（
三
隅
町
岡
見
）

　

新
田　

子
さ
ん（
三
隅
町
古
市
場
）

　

井
上　

義
樹
さ
ん（
三
隅
町
井
野
）

※　

金
城
・
弥
栄
・
三
隅
の
日
時
・

場
所
に
つ
い
て
は
不
定
で
す
の

で
、「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
内
線
２
５
９
）

人
権
相
談
に
つ
い
て

「
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知

で
す
か
？
」

介護保険料一覧表

※　平成22年度保険料とは、４月から平成23年３月までの12か月分です。

所得段階 対　象　者 保険料額（年額）

第１段階 老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人または、
生活保護の受給者 27,000円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円以下の人 27,000円

第３段階 世帯全員が市民税非課税で、第２段階に該当しない人 40,500円
第４段階 本人が市民税非課税で、世帯に課税された人がいる人 54,000円
第５段階 本人が市民税課税で、昨年の合計所得金額が200万円未満の人 67,500円
第６段階 本人が市民税課税で、昨年の合計所得金額が200万円以上の人 81,000円

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
電
話
相
談

人
権
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　４月26日㈪に、市役所本庁の玄関前で市内の保育所園児によ
る「鯉のぼり掲揚式」が行われました。
　当日、ちどり保育所・美川保育園・みのり保育園・安城保育
園・杵束保育園の４･ ５歳児63人が宇津市長と一緒にこいのぼ
りを揚げ、大空を元気良く泳ぐこいのぼりを見ながら、童謡「こ
いのぼり」を元気に合唱しました。
　また、市内の21保育所（園）の園児による手作りのこいのぼ
りも玄関前のフェンスに飾られ、さわやかな風に吹かれ気持ち
良さそうに泳いでいました。

　弥栄ならではのテーマについて、自由に楽しく語り合う場を
作ろうと「やさか楽校」が４月21日㈬に開催されました。授業
では、弥栄町の人口推移や若い世代のＵ・Ｉターンが望まれる
こと、ほかの地域の取り組みについて説明が行われました。
　その後、参加者全員が輪になって意見交換が行われ、弥栄の
良さや弥栄に定住することなど、弥栄の現状や将来について活
発な意見が交わされていました。
　この「やさか楽校」は、今後も月１回定期的に開催される予
定です。

　４月25日㈰、「健康ウォークin金城」が開催され、31人が参
加しました。
　今年で４回目となるこの催しは、「浜田市歩く健康づくり普
及事業」の一環として、毎年この時期に開催されています。
　ウォーキングコースは、みどりかいかん前を発着として、そ
の周辺道路を歩く５㎞と８㎞の２コースがあります。
　当日は、天候にも恵まれ、参加者は春の金城路を自然に触れ
ながら歩き、心地よい汗を流しました。

　５月３日㈪～５日㈬の３日間、三隅神社の例大祭に併せ、つ
つじ祭りが行われ8,200人の人出でにぎわいました。
　今年は気温の低い日が続いたため花の開花が遅れましたが、
連休の後半には、ほぼ満開となりピンク色や白色の鮮やかな花
を咲かせて観光客を喜ばせていました。
　祭りの期間中は、地元の子ども会による神輿や石見神楽の上
演、また焼き鳥・焼きそばなどの屋台の出店や地元の農産加工
グループによる手作り味噌やお餅の販売なども行われました。

こいのぼりを揚げる園児たち

輪になって語り合う参加者

春の金城路をウォーキングする参加者

華麗に咲き誇ったつつじ

まちのわだい

空高く泳げ！
～浜田市内保育所園児　鯉のぼり掲揚式～

五万本のつつじにウットリ

「やさか楽校」でつながろう

はまだ

やさか

かなぎ

みすみ

春の金城路で健康づくり
～ 健康ウォークin金城 ～

♥Town Topics
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　４月15日㈭に浜田市役所で、平成22年度浜田市地域協議会委
員委嘱状交付式が行われました。
　地域協議会とは、市長が各自治区ごとに委員15人を選任し、
市政運営の在り方などを協議する、重要な役割をもった市の附
属機関です。
　この日、各自治区の委員代表５人が、宇津市長から委嘱状を
受け取りました。委員は、２年間の任期の中で、地域住民の意
見を市政に反映させるためのパイプ役として、市の施策などに
ついて協議していきます。

　梨の花が満開になった旭町木田の山ノ内梨園で、４月14日㈬、
木田小学校の児童12人が地元の特産品である赤梨「豊水」の受
粉作業を体験しました。
　田村農園の田村邦麿さんから作業方法について説明を聞いた
後、耳かき状の「ぼんてん」と呼ばれる道具を使って、花のめ
しべに花粉をつけていきました。児童たちは、背丈より高い花
に一生懸命手を伸ばしたり、台を使ったり、抱っこしてもらっ
たりしながら、楽しそうに作業を行っていました。

　４月15日㈭、弥栄女性の会から弥栄自治区内の福祉施設３か
所へ消火器が寄贈されました。
　弥栄女性の会では、75歳以上のひとり暮らしの老人宅へ住宅
用火災警報器を無償配布するなど、地域での防火啓発活動に積
極的に取り組んでいます。今回は弥栄女性消防隊と協力し、福
祉施設に消火器を寄贈されました。
　消火器を手渡すと「大変うれしい。ありがとうございます。」
と各施設の皆さんは感謝の気持ちを伝えていました。

　４月17日㈯、今福公民館で「第18回夜桜茶会」が開催され、
市内外から約250人が訪れました。
　このお茶会は、同公民館と地元の茶道愛好者でつくる「茶

さ

楽
ら く

の会」が共催で毎年開催し、春の風物詩として定着しています。
また、同公民館の茶道教室に通う今福小学校の児童も参加し、
同会とともに見事なお手前を披露しました。
　会場には、山桜をはじめ、菜の花、つつじなどが飾られ、
野
の だ て

点さながらの雰囲気のなか、参加者はお茶のもてなしを受け、
春を満喫しながら心休まるひと時を過ごしました。

宇津市長から委嘱状の交付を受ける地域協議会委員代表

花粉を花のめしべにつける児童たち

笑顔とともに届けました

野点さながらの夜桜茶会の様子

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

市民と行政をつなぐ！
～浜田市地域協議会委員委嘱状交付式～

お茶を味わいながら春を満喫
～第18回夜桜茶会～

地域の安全に一役買います
～弥栄女性の会、弥栄女性消防隊～

大きくておいしい梨にな～れ！
～木田小学校　梨の受粉作業～

かなぎ

あさひ

やさか
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　島根あさひ社会復帰促進センターで、訓練生（同センターで
は「受刑者」を「訓練生」と呼称しているため以下「訓練生」
と記載）が盲導犬候補の子犬を育てる矯正プログラムの第２期
が始まり、４月12日㈪、「盲導犬パピー委託式」が行われました。
１期では３頭だった子犬が２期では５頭に増。30人の訓練生が
６人１チームでそれぞれ１頭の子犬を委託され、これから約10
か月間、週末の飼育を行う５家族のボランティアと協働で飼育
を行います。訓練生は「子犬の飼育を通して責任感や忍耐力を
学びたい。社会貢献したい。」と話していました。

　住宅用火災警報器の設置義務化まで１年余り（平成23年５月
末）となり、県住宅防火対策推進協議会会員である浜田ガス㈱
が、住宅火災による死傷者の発生防止に効果のある住宅用火災
警報器の普及活動などを実施している市少年女性防火委員会
に、住宅用火災警報器（煙感知式）130台を寄贈されました。
　寄贈された住宅用火災警報器は、高齢者世帯や独居高齢者、
障害のある人など、火災発生時に犠牲になりやすい人が居住す
る住宅などへ無償で設置するなど、有効に活用していきます。

　旭インターチェンジ横の地域交流プラザ「まんてん」敷地内
に多目的ステージが完成し、４月10日㈯にオープニングイベン
トが開催されました。
　島根県産の木材を使用して建設されたこの施設は、併設する
「まんてん」とともに人・モノ・文化の交流拠点施設として期
待されており、今後は、石見神楽の上演などが行われます。
　イベントと同時に、１周年を迎える「まんてん」では感謝祭
として野菜の産直市や野外販売など売り出しが行われ、買い物
に訪れた人たちでにぎわいました。

　４月14日㈬、浜田合同庁舎内で、浜田市特別顧問である佐々
木正さんと、親交のある各界の第一人者を市に招き、地元企業
への助言などを通して新産業創出に向けたヒントを見つけても
らうことを目的として「テクノ・カフェ」が開所されました。
　佐々木正さんは「カフェが産学官連携の仲人役を果たす。コー
ヒーを飲みながら頭脳を刺激すれば、コミュニケーションもう
まく進む。」と話をされ、今後は月１回程度、先端技術者を招
いて講演会などを開き、地元企業と連携しながら新産業の創出
を目指す予定となっています。

委託された子犬を抱く訓練生

目録が手渡されました

関係者によるテープカット

看板の除幕をする佐々木正さんら関係者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

盲導犬パピーの育成で社会貢献
島根あさひ社会復帰促進センター パピー委託式

新産業創出に向け「テクノ・カフェ」開所

浜田ガス㈱が住宅用火災警報器を寄贈

地域交流プラザ まんてん
多目的ステージオープン!

あさひ

あさひ
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日および祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○６月の休館日　30日㈬

旭
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書
館

金
城
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書
館

浜
田
図
書
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書

館

情

報
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昨年度の学生ボランティア

　

平
成
22
年
４
月
１
日
付
で
島
根
県

立
大
学
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。

（
島
根
県
立
大
学
憲
章
の
全
文
は
、

ペ
ー
ジ
最
下
部
）

　

今
年
度
第
１
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

学
生
に
よ
る
留
学
体
験
談
・
合
格

体
験
談
や
進
学
相
談
会
な
ど
役
立
つ

内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
ラ

ン
チ
交
流
会
や
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

体
験
、
そ
し
て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
大
学
内
を
案
内
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
な
ど
楽
し
い
企
画
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
高
校
３
年
生
だ
け
で
な

く
、
１
年
生
や
２
年
生
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　
７
月
17
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

『石見に生きる～石見の元気人が話す』
④６月16日㈬　午後６時20分～７時50分
　石見の水産業の役割と未来
⑤７月３日㈯　午後１時50分～３時20分
　山ばっかりで、何もない！？
『外国人教員による比較文化論』
⑦６月23日㈬　午後６時20分～７時50分
　言語の学習活動としてのコミュニティ組織化
⑧６月30日㈬　午後６時20分～７時50分
　異文化コミュニケーションの理解
『島根で暮らす、環境共生という生き方』
⑲６月25日㈮　午後６時20分～７時50分
　「次の世代」に伝えたい、弥栄に生きる農家の「声」と「想い」
場所　島根県立大学 講義・研究棟 中講義室３
受講料　無料
申込方法　はがき・ＦＡＸ・メールで申し込んでください（大学
ホームページからも申し込めます）。

申込み・問い合わせ先
　交流研究課（☎�２２０１・▢ＦＡＸ�２２０８）

＜島根県立大学憲章＞
　島根県立大学は、地域の先人である西周が標榜した“「純理の学」から「実践の学」にわたる諸科学の統合”を
めざし、各専門領域における研究活動を深め、それにもとづく創造的な教育活動によって、現代社会の諸課題に国
際的な視野からアプローチし、また、地域社会の活性化と発展に寄与する人材を養成することを使命とする。あわ
せて、これまで培った学問的蓄積と学際的ネットワークを活かしながら、「地域のニーズに応え、地域と協働し、
地域に信頼される大学」を実現するとともに、北東アジアをはじめとする国際社会の発展に寄与する大学づくりを
目標とする。
１．市民的教養を高め、主体的に学び、実践する人材を養成する

　島根県立大学は、幅広い市民的教養と高度の専門知識、豊かな人間性と高い倫理観を有し、主体的に問題を発
見・整理・解決し、現代社会の諸分野において着実に貢献できる人材を養成する教育の府となることをめざす。

２．現代社会の諸課題に対応した“諸科学の統合”を実践する
　島根県立大学は、複雑化する現代社会の諸課題に対処するため、人間と社会に関する専門諸科学を総合的に研
究する学問の府となることをめざす。

３．地域の課題を多角的に研究し、市民や学生の地域活動を積極的に支援して、地域に貢献する
　島根県立大学は、地域に開かれた大学として、その保有する豊かな知的資源を活かし、個性的で実践的な地域
研究を市民や学生と連携しながら推進し、また、地域活動に積極的に参加することによって、地域に貢献する大
学となることをめざす。

４．北東アジア地域をはじめとする国際的な研究教育の拠点を構築する
　島根県立大学は、今後ますます重要度を増す北東アジア地域、および世界の諸地域との教育的・学術的ネット
ワークの展開を通じ、国際的視野と豊かな研究蓄積を集約した北東アジアの知の拠点となることをめざす。

５．自律と協同、透明性が高く機能性に優れた大学運営を行う
　島根県立大学は、３キャンパスがそれぞれ学生と教職員一体となって独自性を発揮し、かつ、有機的結合を図り、
たえず自己検証と改善に努めながら、情報を積極的に公開し、社会や時代の変化に即応できる大学運営を行う。

vol.80
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u.shimane.ac.jp

島
根
県
立
大
学
憲
章
を

制
定
し
ま
し
た

２
０
１
０
年
度
第
１
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

の
ご
案
内

公開講座のご案内
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石
正
美
術
館
で
は
、
新
館
オ
ー
プ

ン
と
日
本
画
家
石
本
正
の
卒
寿
を
記

念
し
て
特
別
展
「
石
本
正　

今
、
伝

え
た
い
思
い
」
を
開
催
中
で
す
。

　

新
館
に
展
示
し
て
あ
る
近
藤
弘
明

「
彼
岸
幻
夢
」は
、浄
土
を
描
い
た
荘

厳
な
作
品
。
心
に
静
か
な
感
動
が
広

が
る
は
ず
で
す
。新
館
に
は
、こ
の
よ

う
に
石
本
が「
本
物
の
感
動
が
あ
る
」

と
認
め
た
珠
玉
の
作
品
が
並
ん
で
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
間　
６
月
27
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

７
０
０
円
（
団
体
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
団
体
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
団
体
１
６
０
円
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
・
前
売
り
券

５
０
０
円

近藤弘明「彼岸幻夢」（1975年）

　自然豊かな三隅では、５月下旬から６月下旬にかけて、海岸では海
のホタルが光り、川では源氏ホタルが乱舞します。
　日本画家石本正の作品と彼を育てた三隅の魅力を探るナイトミュー
ジアム。今回は、美術館で作品鑑賞の後、学芸員がバスで三隅のホタ
ル群生地を案内します。
日時　６月19日㈯
　午後６時30分～９時30分
料金　大人　　２，５００円
　　　こども　２，０００円
（交通費・入場料・食事代を含み

　ます。）
※　事前に申し込みが必要です。
　（定員に達し次第締め切ります。）
　詳しい内容は石正美術館にお問い
　合わせください。

《ギャラリー展示》
郷土の手技　弥栄の西陣織─本物
を結ぶ喜びを─
　　６月11日㈮まで
みすみ写真クラブ　石見の風
　　６月12日㈯～ 27日㈰

《イベント情報》
岩田純　アンティークガラス　
ネックレス作り
　　６月５日㈯　午後２時～３時
西陣織ワークショップ
　　６月６日㈰　午後１時～４時
浜田市を元気にする会　ハートフ
ル　コンサート
　　６月12日㈯　午後２時～３時
ナイトミュージアム・ホタル探訪会
　　６月19日㈯
　　午後６時30分～９時30分
浜田四中音楽部コンサート
　　６月20日㈰　午後２時～３時

ナイトミュージアム・ホタル探訪会の
お知らせ

昨年のコンサートの様子 撮影　三浦　貢さん

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

特
別
展
「
石
本
正　
今
、
伝

え
た
い
思
い
」
開
催
中
で
す
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こ
ど
も
美
術
館
で
は
、浜
田
市
出
身
、

郷
土
ゆ
か
り
の
優
れ
た
作
家
の
作
品

を
紹
介
す
る
展
覧
会「
浜
田
の
美
術
」を

開
催
し
ま
す
。当
館
の
収
蔵
品
だ
け
で

な
く
、市
内
の
学
校
や
文
化
施
設
か
ら

広
く
作
品
を
収
集
し
、こ
れ
ま
で
観
る

機
会
の
少
な
か
っ
た
作
品
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
、県
西
部
の
美
術
振
興
に
力
を

尽
く
し
た
洋
画
家
の
山
﨑
修
二
画
伯

は
、現
在
の
安
来
市
出
身
で
、浜
田
市

の
名
誉
市
民
で
す
。す
ば
ら
し
い
功
績

と
と
も
に
、多
く
の
作
品
が
浜
田
市
に

も
残
っ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、日
本

画
家
・
橋
本
明
治
画
伯
や
、現
在
も
精

力
的
に
活
躍
し
て
い
る
作
家
を
含
め
、

合
計
約
30
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
各
所
に
あ
る
作
品
が
美
術
館

の
展
示
室
に
一
堂
に
集
め
ら
れ
る
こ

と
で
、浜
田
市
の
美
術
文
化
が
い
か
に

豊
か
で
あ
る
か
を
知
っ
て
も
ら
え
る
、

貴
重
な
機
会
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

作
品
を
観
賞
す
る
と
、作
家
の
魂
は

作
品
を
通
し
て
こ
の
地
に
深
く
根
付

い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。作
品
の
持

つ
輝
き
が
、私
た
ち
に
う
る
お
い
を
与

え
、わ
が
町
浜
田
の
魅
力
の
再
発
見
に

つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、当
館
が
収
蔵
し
て
い
る

味
わ
い
深
い
子
ど
も
た
ち
の
力
作
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
。ま
た
、ピ
カ
ソ

や
マ
テ
ィ
ス
、シ
ャ
ガ
ー
ル
な
ど
、西
洋

美
術
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
も
展
示
し

ま
す
。こ
れ
ら
の
名
品
も
ま
た
、浜
田
の

財
産
で
す
。ぜ
ひ
、家
族
そ
ろ
っ
て
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

会
期　
７
月
11
日
㈰
ま
で

観
覧
料　
一
般
３
０
０
円
（
２
０
０

円
）、
高
校
生
・
大
学
生
２
０
０

円
（
１
０
０
円
）、
小
学
生
・
中

学
生
１
０
０
円
（
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
す
す
め
水
玉
く
ん
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
道
の
上
に

水
玉
を
乗
せ
て
走
ら
せ
よ
う
！

◎
６
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

《
し
ま
し
ま
水
族
館
》

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
に
水
や
不
思

議
な
液
体
を
入
れ
て
水
族
館
を
作
ろ

う
。
ふ
た
を
し
め
て
思
い
切
り
ふ
っ

た
ら
ど
う
な
る
か
な
？

◎
６
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
２
０
０
円

《
オ
ー
ブ
ン
粘
土
に
挑
戦
！
》

　

カ
ラ
フ
ル
な
色
の
オ
ー
ブ
ン
粘
土

を
使
っ
て
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
に
挑

戦
し
よ
う
。
動
物
や
ロ
ボ
ッ
ト
…
、

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！　

父
の
日
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
し
て
も
ス
テ
キ
だ
ね
。

◎
６
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
３
０
０
円

《
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
を
作
ろ
う
》

　

ポ
ー
ン
と
よ
く
飛
び
は
ね
る
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
作
り
に
挑
戦
だ
！

◎
６
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
ひ
と
り
１
０
０
円

※　

活
動
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～

４
時
ま
で
。参
加
受
付
は
、午
後
３

時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

こ
ど
も
美
術
館
で
ア
ー
ト
し
よ
う
！

団
体
利
用
の
お
知
ら
せ

　

こ
ど
も
美
術
館
は
、
週
末
に
は
家

族
や
友
だ
ち
と
来
館
す
る
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
団
体
で
の
利
用

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
園
の
活

動
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
会

や
親
子
活
動
な
ど
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。“
鑑
賞
”と“
創
作
”

を
セ
ッ
ト
に
し
た
活
動
が
可
能
で
す
。

内
容
や
時
間
な
ど
も
そ
の
都
度
、
相

談
し
て
、
各
団
体
に
合
わ
せ
た
活
動

メ
ニ
ュ
ー
が
組
め
ま
す
。
遠
足
な
ど

で
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

当
館
の
イ
ベ
ン
ト
の
関
係
で
お

受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
の
休
館
日

月
曜
日　

７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日

（
展
示
替
）
１
日
㈫
～
４
日
㈮

山﨑修二《山懐早春》

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://fiah.miracle.ne.jp/hama-b/

vol.162

有

料

広

告

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

『
浜
田
の
美
術
』

６
月
５
日
㈯
か
ら
開
催
！
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まちかど
　　　伝言板

応
募
締
切
日　
６
月
30
日
㈬
必
着

応
募
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

生
年
月
日
・
勤
務
先
ま
た
は
通
学

先
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
６
か

　

花
火
・
石
見
神
楽
の
ほ
か
、
観
光

大
使
交
代
式
・
他
市
と
の
交
流
会
・

市
民
の
夜
店
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
７
日
㈯
（
少
雨
決
行
）

　

午
後
６
時
～
10
時

※　

荒
天
中
止
の
場
合
は
、
花
火
だ

け
翌
日
８
日
㈰
に
順
延

場　
浜
田
漁
港
７
号
岸
壁
周
辺

「
市
民
の
店
」
出
店
者

対
象　
市
民
、
市
内
の
企
業
・
商
店

街
・
団
体

定　
20
店
舗
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
受
付
日　
６
月
30
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
～
７
時

受
付
会
場　
浜
田
公
民
館
研
修
室

申
込
方
法　
受
付
会
場
で
申
込
書
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ

ん
）。

店
の
配
置　
抽
選
に
よ
り
決
定

料　
テ
ン
ト
代
な
ど
３
０
、０
０
０

円
（
抽
選
後
に
徴
収
）

※　

出
店
が
決
定
す
る
ま
で
は
、
材

料
や
品
物
な
ど
の
準
備
は
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ー
ジ
出
演
者

　

浜
っ
子
夏
ま
つ
り
の
ス
テ
ー
ジ
で
、

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
踊
り
・
音
楽
・
手
品
な
ど
を

す
る
団
体
ほ
か

定　
５
団
体

演
技
時
間　
１
団
体
15
分
以
内

出
演
条
件　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願

い
し
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
６
月
30
日
㈬
必
着

申
・
問　
市
観
光
協
会
内
浜
っ
子
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

　

会
津
屋
八
右
衛
門
口
説
き
の
練
習

会
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
６
月
23
日
㈬
～
８
月
４
日
㈬
ま

で
の
毎
週
水
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料　
１
、５
０
０
円
（
年
会
費
）

問　
山
藤
さ
ん
（
☎
�
５
８
４
２
）

　

浜
田
の
自
然
や
観
光
地
な
ど
、
そ

の
魅
力
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う

｢

観
光
大
使｣

に
、
あ
な
た
も
応
募

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
。）
の
健
康
で
明
る
い

男
女
で
、
年
間
10
回
程
度
（
県
外

３
回
程
度
）
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

参
加
で
き
る
人

選
考
会
日
時　
７
月
４
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～

場　
浜
田
公
民
館

定　
２
人

委
嘱
期
間　
８
月
７
日
㈯
～
平
成
23

年
８
月
５
日
㈮

業
務
内
容　
委
嘱
期
間
中
は
市
観
光

協
会
に
所
属
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

まちかど
　　　伝言板

月
以
内
に
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
写
真

（
上
半
身
・
サ
ー
ビ
ス
版
）
を
添

付
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
観
光
協
会【
〒
６
９
７-

０
０
２
２　

浅
井
町
７
７
７
番
地

19
（
☎
�
１
０
８
５
）】

交通安全運動にて

募　

集

浜
田
盆
踊
り
口
説
き
同
好
会

２
０
１
０
浜
っ
子
夏
ま
つ
り

浜
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

観
光
大
使

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆
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学
）・
面
接

検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
10
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間　
７
月
27
日
㈫
～
10
月
26

日
㈫

訓
練
場
所　
江
津
市

募
集
締
切
日　
７
月
２
日
㈮

医
療
事
務
科

　

医
科
・
歯
科
・
調
剤
の
各
分
野
に

お
い
て
、
診
療
報
酬
請
求
事
務
に
必

要
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

併
せ
て
、
受
付
事
務
や
医
療
事
務
に

必
要
な
Ｏ
Ａ
機
器
の
基
本
操
作
な
ど

を
学
び
ま
す
。

対
象　
離
転
職
者
お
よ
び
母
子
家
庭

の
母

入
校
検
定
日　
８
月
３
日
㈫

　

午
前
９
時
～

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
４
日
㈬
に

も
行
い
ま
す
。

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

検
定
場
所　
浜
田
合
同
庁
舎

定　
20
人

料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
実

費
自
己
負
担
）

訓
練
期
間　
８
月
17
日
㈫
～
11
月
16

日
㈫

訓
練
場
所　
浜
田
高
等
技
術
校

募
集
期
間　
６
月
14
日
㈪
～
７
月
23

日
㈮

申
込
方
法　
願
書
（
浜
田
高
等
技
術

校
お
よ
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
訓
練
を

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
浜
田
高
等
技
術
校

 　
（
☎
�
０
４
５
７
）

江
津
Ｏ
Ａ
事
務
科

　

一
般
事
務
に
必
要
な
、
Ｏ
Ａ
機
器

に
よ
る
事
務
処
理
の
基
礎
的
な
知
識

技
能
を
習
得
し
ま
す
。
併
せ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
基
礎
な
ど
を
身
に
つ
け
、
再

就
職
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　
離
転
職
者

入
校
検
定
日　
７
月
13
日
㈫

　

午
前
９
時
～

※　

応
募
者
多
数
の
場
合
14
日
㈬
に

も
行
い
ま
す
。

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

対
象　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
福

祉
に
貢
献
す
る
熱
意
が
あ
り
、
全

日
程
出
席
で
き
る
人

研
修
期
間　
７
月
１
日
㈭
～
８
月
31

日
㈫
（
土
・
日
は
除
く
。）

場　
浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

定　
先
着
30
人

料　

３
８
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
。）

申
込
方
法　
電
話
で
受
付
を
し
、
受

講
料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
☎
�
７
１
３
０
・
▢ＦＡＸ
�

７
１
４
５
）

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

国
家
公
務
員
Ⅲ
種

受
験
資
格　
平
成
元
年
４
月
２
日
～

平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

受
付
期
間　
６
月
22
日
㈫
～
29
日
㈫

第
１
次
試
験
日　
９
月
５
日
㈰

※　

試
験
の
区
分
・
受
験
資
格
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問　
人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２-

２
２
８-
１
１
８
３
）

　

馬
を
通
じ
て
心
豊
か
に
み
ん
な
と

い
っ
し
ょ
に
乗
馬
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

ゲ
ー
ム
大
会
・
合
宿
・
ク
リ
ス
マ

ス
会
・
乗
馬
運
動
会
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
練
習
を
見
に
来
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
～
中
学
校
３

年
生

日　
毎
週
火
曜
日

場　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク

料　
月
額
２
、５
０
０
円

　

午
後
７
時
～
９
時 

申
・
問　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク

（
☎
�
２
２
２
２
）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
高
等
技
術
校
入
校
生

国
家
公
務
員

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
研
修

か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

有

料

広

告

資
格
・
試
験
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フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
の
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も（
親
子
参
加
可
）

日　
６
月
12
日
㈯
・
７
月
３
日
㈯
・

８
月
７
日
㈯

　

い
ず
れ
も
、
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回
５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会　

　

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

　

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

風
景
・
人
物
・
行
事
な
ど
、
中
国

か
ら
の
出
品
も
含
め
、
約
３
０
０
点

の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
10
日
㈭
～
16
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※　

６
月
16
日
㈬
は
午
後
４
時
ま
で

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
島
根
県
写
真
家
連
盟
事
務
局　

足
立
さ
ん

（
☎
０
８
５
２
�
８
１
７
０
）

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
情
報
化
を
支
援

し
て
き
た
県
立
西
部
情
報
化
セ
ン

タ
ー
に
か
わ
り
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
地
域
の
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
向
上
事
業
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
い
わ
み
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

①
講
習
会
へ
の
講
師
派
遣

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
習
得
や
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
を
考
え
て
い
る
団

体
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、

希
望
に
応
じ
た
講
師
を
派
遣
し
ま

す
。
講
座
内
容
や
講
習
メ
ニ
ュ
ー
に

つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

講
習
メ
ニ
ュ
ー
例

・
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
ワ
ー
ド
／
エ
ク

セ
ル
）・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
～
電

子
メ
ー
ル
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

画
像
加
工
な
ど

②
講
習
会
へ
の
機
材
貸
出
し

　

地
域
や
各
団
体
で
研
修
会
な
ど
を

開
催
す
る
際
、
必
要
な
機
材
の
貸
出

し
を
し
ま
す
。

貸
出
機
材

・
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７　
　
　

10
台

　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ　
　

10
台

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ　
　
　
　
　

１
台

・
ス
ク
リ
ー
ン　
　
　
　
　
　

１
台

③
出
張
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

新
た
に
Ｉ
Ｔ
学
習
を
希
望
す
る
地

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
・
と
び
箱
・
遊
具
や
、
親
子
で
卓

球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
を
思
い
思
い
に
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
ま
た
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る「
で
き
る
か
な
？
」

コ
ー
ナ
ー
も
行
い
ま
す
。

日　
６
月
12
日
㈯

　

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館（
☎
�
１
２
０
１
）

域
の
グ
ル
ー
プ
や
団
体
に
、
講
座
の

企
画
か
ら
講
習
会
を
開
催
す
る
ま
で

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

④
地
域
Ｉ
Ｔ
相
談
（
随
時
受
付
）

日　
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

⑤
地
域
交
流
会
（
随
時
受
付
）

日　
毎
月
第
１
土
曜
日
（
Ｉ
Ｔ
相
談

会
後
）

申
込
方
法　
①
～
③
に
つ
い
て
は
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
問
い
合

わ
せ
の
上
、
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
い
わ
み
【
野
原
町
１
８
２
６

-

１
い
わ
み
ー
る
４
階
（
☎
�

９
３
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
４
７
）】

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

第
４
回
し
ま
ね
写
真
展

移
動
展
（
浜
田
会
場
）

地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
だ
よ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

教
室
・
講
座

　

　



35　　　広報はまだ：平成22年６月号

　
「
犬
と
猫
と
人
間
と
」
自
主
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。
上
映
後
に
は
監

督
の
講
演
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
13
日
㈰

開
場　
午
後
０
時
30
分

開
演　
午
後
１
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
階
研
修
室

料　
５
０
０
円

問　
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ナ
イ
ト
浜
田
事

務
局
（
☎
０
８
０-

６
３
３
５

-

９
０
７
２
）

　

県
立
体
育
館
か
ら
萬
灯
山
（
旗
竿

山
）
を
越
え
て
生
湯
町
・
長
沢
町
へ

抜
け
る
昔
の
道
を
往
復
し
ま
す
。
失

わ
れ
た
歴
史
を
探
る
旅
情
豊
か
な
約

６
㎞
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

日　
６
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

治
和
６
町
内
壮
青
年
部
六
親
会
で

は
「
古
墳
祭
り
」
と
し
て
、「
み
ん

な
で
見
直
そ
う
地
域
の
宝
」
を
テ
ー

マ
に
、
古
代
の
周
布
に
関
す
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
や
ま
め
祭
り
と
、
西
村

子
供
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ
る
神

楽
上
演
も
行
い
ま
す
。

講
師　
市
教
育
委
員
会
職
員

日　
６
月
13
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
11
時
～

場　
治
和
６
町
内
集
会
所
前
（
周
布

駅
南
丘
陵
地
）

料　
無
料

問　
山
本
弘
道
さ
ん
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
２

　

１
１
８
・
携
帯
☎
０
９
０-

７
５

　

４
６-

８
９
６
３
）

　

午
前
９
時
～
正
午
過
ぎ
ま
で
散
策

集
合
場
所　
県
立
体
育
館
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

歩
き
や
す
い
靴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

　
（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

　

３
７
）

　

市
国
際
交
流
員
の
王
一
鳴
さ
ん
、

金
穂
原
さ
ん
、
カ
レ
ン
・ 

サ
イ
ト
ウ

さ
ん
と
一
緒
に
、
中
国
・
韓
国
・
ア

メ
リ
カ
の
夏
の
料
理
や
遊
び
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
？

対
象　
小
学
生

日　
６
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
20
人

料　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
６
月
25
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

　
（
☎
�
９
３
５
８
）

　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
気
軽
に
参

加
し
て
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
快
い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

今
回
も
、「
ユ
ニ
カ
ー
ル
」「
ス
カ
ッ

ト
ボ
ー
ル
」「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ

ラ
」
な
ど
10
コ
ー
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
！

対
象　
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

（
幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の
児
童

は
保
護
者
同
伴
）。

日　
６
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
周
布
小
学
校
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
和
紙
製
品
作
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

日　
６
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

　

Ａ
３
判　
　
（
１
枚
）　

６
０
０
円

　

つ
け
染
め　
（
１
枚
）　

５
０
０
円

※　

和
紙
製
品
作
り
は
、
別
途
料
金

が
必
要
で
す
。
入
館
は
無
料
で
、

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

　
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

　
（
昼
☎
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
９
２
・
夜
☎

�
３
５
３
７
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

『
犬
と
猫
と
人
間
と
』

自
主
上
映

第
１
０
２
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
５
回
古
代
ロ
マ
ン
と
の

出
会
い

～
周
布
古
墳
・
や
ま
め
祭
り
と

石
見
神
楽
上
演
～

国
際
交
流
こ
ど
も
の
つ
ど
い

島
根
県
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭

「
ス
ポ
レ
ク
広
場
」

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き・つ
け
染
め
体
験
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盲
導
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
６
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
島
根
あ
さ
ひ
盲
導
犬
訓
練
セ
ン

タ
ー

定　
50
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
日
本
盲
導
犬
協
会
島
根
あ

さ
ひ
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
８
３
１
１
）

日　
６
月
毎
週
日
曜
日

対
戦
大
会　
午
前
10
時
30
分
～
・
午

後
２
時
30
分
～

場　
展
望
デ
ッ
キ

海
の
生
き
物
教
室

川
の
観
察
会

　

川
の
生
き
物
を
見
つ
け
に
行
こ
う
。

身
近
な
川
に
ど
の
よ
う
な
生
き
物
が

生
息
し
て
い
る
の
か
、
観
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
６
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
ア
ク
ア
ス
周
辺
の
川

定　
30
人

料　
無
料

ボ
ベ
ご
は
ん
を
作
っ
て
食
べ
よ
う

　

ア
ク
ア
ス
近
く
の
海
で
「
ボ
べ
」

と
呼
ば
れ
る
貝
を
探
そ
う
。
た
く
さ

ん
と
れ
た
ら
、「
ボ
ベ
ご
は
ん
」
を

作
っ
て
み
よ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
６
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

竹
鉄
砲
を
作
っ
て
遊
ぼ
う
♪

　

昔
な
が
ら
の
竹
か
ら
作
る
「
水
鉄

砲
」
と
「
竹
鉄
砲
」
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
♪
完
成
し
た
ら
、
み
ん
な
で

遊
ん
で
み
よ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
６
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
無
料

６
月
の
神
楽
情
報

日　
６
日
㈰　

有
福
温
泉
神
楽
団

　
　

13
日
㈰　

日
脚
神
楽
社
中

　
　

20
日
㈰　

長
浜
神
楽
社
中

　
　

27
日
㈰　

谷
住
郷
神
楽
社
中

※　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤
ち
ゃ

ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、
当
面

の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休
止
し

ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
、

大
笑
い
の
糸
あ
や
つ
り
人
形
劇
で
す
。

ひ
と
り
芝
居
で
す
が
、
４
体
の
個
性

的
な
人
形
、舞
台
装
置
の
カ
ラ
ク
リ
、

思
い
も
よ
ら
な
い
展
開
の
、
迫
力
あ

る
作
品
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日　
７
月
４
日
㈰
（
２
回
公
演
）

開
演　
①
午
後
２
時

　
　
　

②
午
後
５
時

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
一
般
３
、２
０
０
円
（
会
員
を

除
く
。） 

申
・
問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ

劇
場
（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
３
９
６
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

か
え
る
す
ご
ろ
く
に
挑
戦
！

　

６
月
６
日
の
カ
エ
ル
の
日
に
ち
な

み
、
か
え
る
す
ご
ろ
く
が
登
場
！
対

戦
大
会
も
開
催
！
記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
る
よ
。

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
の
城
郭
の

石
垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の

人
丸
石
碑
、
お
堂
を
訪
ね
る
散
策
会

を
行
い
ま
す
。

日　
６
月
27
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

日　
６
月
26
日
㈯
～
７
月
31
日
㈯
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
雨
天
中
止
）

　

午
後
７
時
～
９
時
30
分

※　

７
月
10
日
㈯
は
、
七
夕
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

　

ド
（
歩
行
者
天
国
）

問　
段
原
酒
店
（
☎
�
０
３
２
３
）

島
根
あ
さ
ひ
盲
導
犬

訓
練
セ
ン
タ
ー
見
学
会

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

浜
田
お
や
こ
劇
場
鑑
賞
例
会

人
形
劇
団
コ
コ
ン『
チ
ャ
ハ

ハ
丸
と
へ
へ
へ
丸
』公
演

第
37
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

紺
屋
町
商
店
街
土
曜
夜
市

　

　

　



37　　　広報はまだ：平成22年６月号

　

１
～
３
位
の
人
に
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
、

ま
た
各
賞
や
参
加
賞
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
奮
っ
て
、
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
７
月
８
日
㈭

　

午
前
８
時
30
分
～
11
時

※　

雨
天
の
場
合
は
、
７
月
12
日
㈪

に
延
期
し
ま
す
。

場　
ふ
れ
あ
い
広
場

定　
40
人

料　
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
７
月
１
日
㈭

申
込
方
法　
参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
校
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
14
日
㈪
・
16
日
㈬

※　

午
前
中
の
み
行
い
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　

浜
田
ろ
う
学
校
で
は
各
学
部
の
授

業
を
公
開
し
ま
す
。学
校
の
設
備
や
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
し
て
い
る
様
子

を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
聞
こ
え
や
こ
と
ば
、
見
え

方
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定
な
ど

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
６
月
15
日
㈫
・
16
日
㈬

　

午
前
８
時
45
分
～
11
時
40
分

場　
浜
田
ろ
う
学
校

公
開
授
業　
幼
稚
部
・
小
学
部
・
中

学
部
・
高
等
部

※　

見
学
・
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
６
月
８
日

㈫
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
ろ
う
学
校
支
援
部

　

片
寄
さ
ん
（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ

�
２
０
６
３
）

　

江
津
清
和
養
護
学
校
で
は
、
春
と

秋
の
２
回
、
本
校
の
教
育
や
特
別
支

援
教
育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
施
設
・
授
業
の
見
学
や
教

育
相
談
な
ど
を
行
う
学
校
公
開
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

来
校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
６
月
22
日
㈫

　

午
前
９
時
15
分
～
正
午

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
６
月
15
日
㈫

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
江
津
清
和
養
護
学
校
（
☎
０
８

５
５
�
２
６
１
３
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
５

�
２
６
１
４
）

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

廣
瀬
さ

ん
・
和
知
さ
ん
・
吉
田
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

　

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）
を
開

催
し
ま
す
。

日　
６
月
11
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

浜
田
公
民
館

※　

弁
護
士
各
１
人
が
担
当
予
定
で

す
。

料　
原
則
無
料
（
３
回
目
の
継
続
相

談
か
ら
有
料
に
な
り
、
相
談
料

５
千
円
）

相
談
時
間　
40
分
以
内

予
約
方
法　
事
前
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
４
５
１
４
）　

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。ただし、
２枠を結合して広告を掲載することも可能です。

申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んでくだ
さい。

申　㈲原印刷【下府町327 - 77（☎�３１２０・▢ＦＡＸ�
３５５４）】

広報はまだに掲載する
広告を募集しています

訂
正

　
『
広
報
は
ま
だ
』
４
月
１
日
号
の

Ｐ
37
に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

誤　

香
典
返
し

▽
旭
町
木
田　

郷
田
加
代
子

正　
香
典
返
し

▽
旭
町
木
田　
白
井
加
代
子

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

浜
田
公
民
館

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

前
期
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

（
浜
田
養
護
学
校
）

浜
田
ろ
う
学
校

学
校
公
開
・
教
育
相
談

江
津
清
和
養
護
学
校

「
学
校
公
開
」

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

一
斉
相
談
会
（
法
律
相
談
）

　

　

　　



　38
平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,688 20,558 23,156 43,714
金 城 1,911 2,314 2,522 4,836

旭 1,418 1,540 1,673 3,213
弥 栄 725 738 818 1,556
三 隅 2,862 3,224 3,635 6,859
合 計 26,604 28,374 31,804 60,178

　元和６年（1620年）の古田氏による築城の際、亀山にあった天台宗来迎寺を現
在の地に移転したと伝えられ、寛文年間（1661年～1672年）に浄土宗に改宗し、
心覚院と称した。
　心覚院の本尊「木造阿弥陀如来立像」はヒノキ材の一

いちぼくづく

木造りで、像高96.5cm、
玉眼入り、漆

しっぱく

箔像で踏
ふみ

割
わり

蓮
れん

華
げ

座
ざ

に立ち、来
らい

迎
ごう

印
いん

を結んでいる。
　背

せ

刳
ぐ

りの胎内には阿弥陀坐像の摺
すり

仏
ぼとけ

が納められている。
　内

うち

刳
ぐ

りには、２枚の蓋
ふた

板が当てられ下蓋に大半が仮名書きの墨書銘が記されて
いる。それによると、建長７年（1255年）の作である。基本的には安

あん

阿
な

弥
み

作に範
をとっているが、表現にはかなり異ったところもあり、当時の主流仏師の手によ
るものとは考えにくいが、鎌倉期の模範作とし て、大正９年（1920年）に、国
宝に指定され、昭和25年（1950年）の文化財保護法施行によって重要文化財となっ
た。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

木
もく

 造
ぞう

 阿
あ

 弥
み

 陀
だ

 如
にょ

 来
らい

 立
りゅう

 像
ぞう

（国指定重要文化財）　　心覚院（松原町）所有

人　口（４月末現在）

（単位：人）


